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Arcserve 製品リファレンス

このマニュアルが参照している Arcserve 製品は以下のとおりです。

Arcserve® High Availability( HA)

Arcserve® Replication

Arcserve® Assured Recovery®

Arcserve® Content Distribution



Arcserve へのお問い合わせ

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

https://www.arcserve.com/support

Arcserve のサポート：

Arcserve サポートの専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ ベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品関

連 KB 技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけることが

できます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐにリアル

タイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスした

まま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserve グローバルユーザコミュニティでは、質疑応答、ヒントの共有、ベスト

プラクティスに関する議論、他のユーザとの対話に参加できます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアクセスでき

ます。

製品ドキュメントに関するフィードバックの提供

Arcserve 製品ドキュメントに関してコメントまたは質問がある場合は、こちらまでお

問い合わせください。

https://support.arcserve.com/s/?language=ja
https://support.arcserve.com/s/
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Chapter 1: 概要

Arcserve RHAでは、データをローカルサーバまたはリモート サーバにレプリケートでき

るため、サーバのクラッシュやサイトに惨事が発生した場合にデータを回復できま

す。ハイアベイラビリティのライセンスを所有している場合、ユーザをレプリカサーバ

に手動または自動で切り替えることができます。このマニュアルでは、レプリケーショ

ンおよびハイアベイラビリティの概念と手順について説明します。

このマニュアルで説明されている手順は、記述どおりに行う必要があります。以下

の場合にのみ手順をカスタマイズします。

Arcserve RHAに精通しており、変更がもたらす潜在的な影響を十分理解し

ている。

実稼動環境に実装する前に、テスト環境で手順を十分にテストしている。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

このマニュアルについて 8

関連マニュアル 9

サーバの要件 10
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このマニュアルについて

このマニュアルについて

このマニュアルでは、Microsoft SharePoint Server 用のArcserve RHAソリューション

を実装する方法について説明します。各タスクを実行するには、適切なリソースと

権限が必要になります。

8 Arcserve UDP Solutions Guide



関連マニュアル

関連マニュアル

このマニュアルは、「Arcserve RHAインストールガイド」および「Arcserve RHA管理

者ガイド」と併せてお読みください。Arcserve RHA 18.0マニュアルのリンクについて

は、以下を参照してください。

マニュアル選択メニュー

リリースノート
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サーバの要件

サーバの要件

Arcserve RHAを実装するには、選択したサーバタイプに応じて、適切な要件リス

トを参照してください。これらのコンポーネントは個別にライセンスされます。特定の

サーバタイプのサポートを利用するためのライセンスがない場合は、テクニカルサ

ポートにお問い合わせください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

基本構成

Microsoft SharePoint Sever の環境設定の要件

Microsoft SharePointの展開の要件

ログオンアカウントの条件

Arcserve RHAライセンスの登録
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サーバの要件

基本構成

基本構成

2台のサーバでそれぞれ同一レベルのサービスパックとホット フィックスがインス

トールされた、サポート対象のWindows Server が稼働している。

注：サポート対象のオペレーティングシステムおよびアプリケーションの完全なリスト

については、「Arcserve RHA リリースノート」を参照してください。

すべての IPアドレスが静的に割り当てられている( マスタサーバまたはレプリカ

サーバで DHCPによって割り当てられた IPアドレスはサポートされていません) 。

保護対象のサーバがドメインコントローラまたは DNSサーバではない。

( Active Directory環境で) マスタとレプリカの両方のサーバが同じ Active
Directoryフォレストに属しており、同じドメインまたは信頼できるドメインのメン

バである。
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サーバの要件

Microsoft SharePoint Sever の環境設定の要件

Arcserve HA for Microsoft SharePoint Server 2007スタンドアロンまたはファームの展

開のシステム要件は以下のとおりです。

2台のサーバ( 実稼働サーバとスタンバイサーバ) が用意され、一部の高度な

機能で必要なため、Microsoft SQL 2005 SP3またはMicrosoft SQL 2008 SP2
以降が両方のサーバにインストールされている。

両方のサーバのSQL バージョンが同じであり、同一のサービスパックとホット

フィックスが適用されている。

両方のサーバに同一のSQL Server インスタンス( デフォルトまたは指定 ) がイン

ストールされている。

両方のサーバのSharePointのバージョンが同じであり、同一のサービスパックと

ホット フィックスが適用されている。

各インスタンスのデフォルト システムデータベースのフルパスが、両方のサーバ

において、同一である.データベースファイルの置かれたドライブのドライブ文字

が、両方のサーバで同一である。

SQL インスタンスのネットワーク設定のTCP/IPプロパティで定義されたポートが

静的に割り当てられており、マスタサーバとレプリカサーバで同一であることを

確認する。

SQL Server 2005 Express Editionと共に SharePointをインストールする場合、マ

スタおよびレプリカの両方のサーバのSQL インスタンス( OfficeServers) に対して

TCP/IPプロトコルを有効にする。

シナリオを実行する前に、レプリカサーバで SQL DB を停止する。

スタンドアロン SharePoint Server では、ローカルサービスアカウントがデフォルトで以

下のアカウントで設定されています。

Office SharePoint Search Server のサービスアカウント

Windows SharePoint Servicesヘルプ検索のサービスアカウントおよびコンテンツ

データベースアカウント

SharePoint HAシナリオを作成する前に、ドメインユーザアカウントを使用して全

体管理 Webサイト上のアカウントを再設定する必要があります。

注：ネットワークサービスでこれらのアカウントを設定しないようにしてください。

フェールオーバ後にサービスが正常に機能しなくなる可能性があります。
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サーバの要件

Microsoft SharePointの展開の要件

現時点では、Arcserve RHA for Microsoft SharePoint Server では以下の一般的

な SharePointの展開がサポートされています。

スタンドアロン

インストールタイプ：スタンドアロン

すべてのコンポーネント ( Webフロント エンド、アプリケーション、データベース) が
単一のサーバにある

別のサーバを追加してサーバファームを作成することはできない

SharePoint 2007データベースは、ローカルのSQL Server 2005 Express Editionで

あるSharePoint 2010データベースは、ローカルのSQL Server 2008 Express
Editionである

注：スタンドアロン展開では、特別なレプリカ環境設定が必要です。詳細につい

ては、トピック「スタンドアロン展開のためのレプリカサーバの準備」を参照してくださ

い。

サーバファーム( オールインワン)

インストールタイプ：完全

すべてのコンポーネント ( Webフロント エンド、アプリケーション、データベース) が
単一のサーバにある

このサーバファームに他のサーバを追加できる

SharePointデータベースは、ローカルのSQL Server 2005/2008である

サーバファーム( 分散 )

SharePoint Server 2007インストールタイプ：

WFE サーバ：Webフロント エンド

アプリケーションサーバ：完全

SharePoint Server 2010インストールタイプ：

アプリケーションサーバ：完全

各コンポーネント ( Webフロント エンド、アプリケーション、またはデータベース) を
専用のサーバに配置可能 ( 典型的な中規模ファームでは、WFE とアプリケー

ションの役割に対して 1台、データベースの役割に対して 1台、合計 2台の

サーバで構成される)

すべてのサーバ( Webフロント エンドおよびアプリケーション) を SharePointレプリ

ケーション/ハイアベイラビリティシナリオによって保護できる
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サーバの要件

このサーバファームに他のサーバを追加できる

SharePointデータベースは、ローカルまたはリモートのSQL Server 2005/2008で

ある

14 Arcserve UDP Solutions Guide



サーバの要件

ログオンアカウントの条件

Arcserve RHAエンジンサービスは、ほかのコンポーネントと正常に通信を行うため

に、一定のアカウント要件を満たしている必要があります。これらの要件が満たさ

れない場合、シナリオを実行できない場合があります。必要な権限を持っていな

い場合は、ローカルの ISチームにお問い合わせください。

ドメイン管理者グループのメンバである。ドメイン管理者グループがビルトイン

ドメインローカルグループ管理者のメンバでない場合は、そのメンバであるアカ

ウントを使用する必要があります。

ローカルコンピュータ管理者グループのメンバであるアカウント。Domain Admins
グループがメンバでない場合は、アカウントを手動で追加します。

ワークグループ内のサーバの場合は、ローカルシステムアカウントを使用しま

す。HAシナリオで DNS リダイレクト リダイレクション方式を使用している場合

は、ローカル管理者アカウントを使用します。

注：MS SQL Server 2012では、ローカルシステム( NT AUTHORITY\SYSTEM)
は、sysadminサーバの役割で自動的にプロビジョニングされません。sysadmin
サーバの役割を NT AUTHORITY\SYSTEM アカウントにプロビジョニングする方法

については、Microsoftのドキュメントを参照してください。あるいは、管理者ア

カウントを使用してエンジンサービスへのインストールおよびログインを行うことも

できます。

SQL サーバが

ワークグループにある場合は、シナリオを実行する前に、マスタサーバおよびレ

プリカサーバ上で "sa"アカウントを有効にします。

アカウントに、すべてのSQL Server インスタンスに対するビルトイン管理者権限

がない場合は、適切な権限を追加します。

このアカウントには SQL マスタおよびレプリカ DNS Aレコードを変更できる権限

が必要です。

重要：SharePointファームの展開では、SharePoint Server のファーム管理者アカウ

ントは、同じログオンアカウント条件を使用する必要があります。
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サーバの要件

Arcserve RHA ライセンスの登録

Arcserve RHAライセンスポリシーは、以下のようなパラメータの組み合わせに基づ

いています。

使用されるオペレーティングシステム

必要なソリューション

サポートされるアプリケーションとデータベースサーバ

使用するホストの数

その他のモジュール( 例：アシュアード リカバリ)

そのため、生成されるライセンスキーはニーズに合わせてカスタマイズされます。

最初にログインした後、または以前のライセンスの有効期間が切れた場合、ライ

センスキーを使用して Arcserve RHA製品を登録する必要があります。製品を登

録するには、有効な登録キーがあるかどうかにかかわらず、マネージャを開きます。

マネージャを開くと、ライセンスの警告メッセージが表示され、製品の登録を求めら

れます。ライセンスの警告メッセージは、14日以内にライセンスの期限が切れる

場合にも表示されます。

シナリオを作成する際は、ライセンス条件によって、一部のオプションが無効になっ

ている可能性があります。ただし、特定のシナリオを実行する前に、ライセンス

キーの妥当性が確認されるので、シナリオはいくつでも作成できます。［実行］ボタ

ンをクリックしたときにのみ、ユーザが選択したシナリオを実行できるかどうかがライセ

ンスキーに従ってチェックされます。このシナリオを実行するのに必要なライセンスが

ないとシステムが判断した場合、シナリオは実行されず、［イベント］ペインにメッ

セージが表示されて、必要なライセンスの種類が通知されます。

ライセンスキーを使用して Arcserve RHA を登録する方法

1. マネージャを開きます。

「ようこそ」メッセージが表示され、続いて［ライセンスの警告］メッセージが表示

され、製品が登録されていないことが通知されます。この時点で登録を求め

られます。

2. ［OK］をクリックし、メッセージを閉じます。

3. ［ヘルプ］メニューを開き、［登録］オプションを選択します。

［登録Arcserve RHA］ダイアログボックスが表示されます。

4. 以下のフィールドに入力します。

［登録キー］- 登録キーを入力します。

( オプション) ［会社名］- 会社名を入力します。
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サーバの要件

5. ［登録］ボタンをクリックして製品を登録し、ダイアログボックスを閉じます。

これで、ライセンスの権限に基づいて、Arcserve RHAマネージャを使用できるよ

うになりました。
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Chapter 2: レプリケーションおよびハイアベイラビリティ

のシナリオの管理

このセクションでは、ハイアベイラビリティシナリオの作成および使用方法について

説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

SharePointレプリカサーバの準備 20

サービスの管理 29

SharePoint Serverシナリオの作成 32

シナリオのプロパティの設定 44

分散グループの作成による SharePointファームの保護 47

分散グループの作成 48

グループプロパティ 49

シナリオまたはグループを実行する方法 51

シナリオまたはグループを停止する方法 56

Arcserve Replication and High Availabilityによる負荷分散 SharePoint WFEのサポー
ト 59

レポートの表示 60

イベントの表示 62

統計の表示 63
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SharePoint レプリカサーバの準備

SharePointレプリカサーバの準備

シナリオを実行する前に、レプリカサーバを準備する必要があります。以下がレプ

リカサーバ上にインストールされ、前章で記述されているインフラストラクチャ要件

を満たしていることを確認してください。

実運用サーバが SharePointファームのオールインワン展開である場合、SQL
Server 2005/2008をレプリカ上にインストールします。

注：実運用サーバが SharePointのスタンドアロンまたはファーム分散展開である

場合、SQL Server をインストールしないでください。SharePoint Server の展開の詳

細については、「Microsoft SharePointの展開の要件」を参照してください。

マスタサーバと同じ設定のSharePoint Server 2007 SP2または 2010

注：インストール後に SharePointを設定しないでください。

Arcserve RHAエンジン

次の手順 :

実運用サーバが SharePointスタンドアロン展開である場合、追加設定が必要で

す。詳細については、「スタンドアロン展開用のレプリカの準備」を参照してくださ

い。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

スタンドアロン展開用のレプリカの準備

サードパーティ製のSharePoint用 Webパーツ

Arcserve RHA SharePoint COM + サービス
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SharePoint レプリカサーバの準備

スタンドアロン展開用のレプリカの準備

SharePoint Server は、設定およびコンテンツのデータを格納します。両方の種類

のデータを保護するには、SharePoint Server スタンドアロン展開でハイアベイラビリ

ティシナリオを実行する前に、レプリカサーバの環境設定手順を実行します。この

手順によって、レプリカはマスタと同じに設定されます。

スタンドアロン展開には拡張性がないため、他のSharePointファームに参加できま

せん。レプリカサーバは、マスタから完全に独立しています。Arcserve RHAは、マス

タ上のコンテンツデータベースを自動的に同期し、レプリケートします。HAシナリオ

を実行する前に、レプリカ上の設定および管理コンテンツデータベースをメンテナン

スおよびカスタマイズして、それがマスタ上のコンテンツデータベースと同じであるよう

にする必要があります。

注：SharePoint Server スタンドアロン展開用のHAシナリオの作成時に、設定およ

び管理コンテンツデータベースは自動検出に表示されません。アシュアード リカバ

リシナリオでは、既存のWebアプリケーションデータベースのみ検出およびレプリ

ケートできます。

次のステップ

SharePoint製品構成ウィザードを使用したレプリカの準備
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SharePoint レプリカサーバの準備

SharePoint製品構成ウィザードを使用したレプリカの

準備

以下の手順は、SharePoint Server スタンドアロン展開でレプリカサーバの設定に

推奨される方法です。SharePoint製品構成ウィザードによって、レプリカサーバ上

でサービスとサービスアプリケーションを自動的に設定し、ポート 80にデフォルトの

Webアプリケーションを作成します。始める前に、Microsoft TechNetにアクセスし

て、管理サイト ポートを変更する方法に関する情報を確認しておきます。また、

以下の情報を取得する必要があります。

マスタサーバからの代替アクセスマッピングおよび管理サイト ポート

マスタサーバ上で作成されたすべてのWebアプリケーションの表示名、ヘッダ

およびポート

マスタサーバ上で作成されたすべてのWebアプリケーションのコンテンツデータ

ベースの名前

注：新しい Arcserve RHAシナリオで使用するために、レプリカとして自動設定され

た SharePointサーバを「ファームから切断」手順で再設定しないでください。自動

設定されたレプリカを切断すると、古いシナリオ内のマスタサーバがファームから切

断されます。代わりに、以下のレジストリキーを削除します。

SharePoint Server 2007の場合：HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Shared Tools\Web Server
Extensions\12.0\Secure\ConfigDB

SharePoint Server 2010の場合：HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Shared Tools\Web Server
Extensions\14.0\Secure\ConfigDB

レジストリキーを削除したら、製品構成ウィザードを使用して「ファームから切断」

手順を安全に実行できます。

SharePoint 製品構成ウィザードを使用してレプリカを準備する方法

1. レプリカサーバで、Windowsの［スタート］メニューから SharePoint製品構成

ウィザードを起動します。

2. ウィザード画面を完了します。設定後、PowerShell または STSADM ツールを

使用して、マスタ上の管理サイト ポートと一致するようにレプリカ上の管理サ

イト ポートを変更します。

PowerShell の場合は、以下のように入力します。

set-SPCentralAdministration -Port <ポート番号>
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SharePoint レプリカサーバの準備

アクションの確認を促すメッセージが表示されたら、肯定を示す「Y」を押しま

す。

通常、SharePointでは一元管理に対して高ポート番号を使用します。32767
より大きい番号にポートを変更しようとすると、set-SPCentralAdministrationは、

ポートを変更できずに「無効なポート」エラーを表示します。この問題に関する

詳細については、http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc288247.aspx を
参照してください。

stsadm は、ポート変更を可能にします。stsadm -o setadminport -portコマンド

を使用できます。

STSADM の場合は、以下のように入力します。

stsadm -o setadminport -port <ポート番号>

コマンド ラインインターフェースで「操作が正常に終了しました。」というメッセー

ジが返されます。

3. レプリカ上で SharePoint 2010全体管理を起動します。［代替アクセスマッピ

ングの設定］をクリックし、次に、［パブリック URL の編集］をクリックします。マ

スタ上のパブリック URL と一致するように、レプリカ上のパブリック URL を変更

します。
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SharePoint レプリカサーバの準備

4. マスタと同じ表示名、ヘッダおよびポートを使用して、レプリカ上にWebアプリ

ケーションを作成します。

a. SharePoint 2010全体管理から、［Webアプリケーションの管理］をクリッ

クします。
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SharePoint レプリカサーバの準備

b. ［新規］をクリックします。

c. マスタサーバ上でWebアプリケーションの作成に使用されるのと同じ

表示名、ヘッダ、およびポートを入力します。

d. ［コンテンツデータベースの管理］をクリックします。

e. ［コンテンツデータベースの追加］をクリックします。

レプリカでは、WSS_Contentデータベースガイドが異なります( 少なくと

も、SharePoint環境設定ウィザードによって作成されたポート 80上の

デフォルト Webアプリケーションに対しては常に異なります) 。
SharePoint Webアプリケーション管理のコンテンツデータベース管理を

使用して、マスタ名に一致する新しいデータベースを追加し、既存の

データベースを削除する必要があります。詳細については、

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/cc668750(v=vs.100).aspx を参

照してください。

古いデータベースを削除しないと、関連するWebアプリケーションに 2
つのデータベースが存在することになり、さまざまな影響がある可能性

があります。データベースを SQL から削除した場合、SharePointはそれ

を認識せず、引き続きWebコンテンツ DB としてデータベースを表示し

ます。したがって、上記の手順を使用して削除する必要があります。
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SharePoint レプリカサーバの準備

f. マスタサーバ上で使用される各コンテンツデータベースと同じデータ

ベース名を入力します。

5. HAシナリオを作成して実行し、スタンド アロンの展開を保護します。

注：SharePointスタンドアロンサーバは、SQL Express Editionを使用します。こ

れは、TCP/IPが無効な状態で SQL インスタンスをインストールします。TCP/IP
が無効な場合、RHAシナリオは動作しません。マスタおよびレプリカの両方で

有効にする必要があります。

次の手順 :

スタンドアロン展開用のSharePoint Server シナリオの作成

ファーム( オールインワン) 展開用のSharePoint Server シナリオの作成

ファーム( 分散 ) 展開用の複数シナリオの作成

シナリオまたはグループの実行方法
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SharePoint レプリカサーバの準備

サードパーティ製の SharePoint用 Web パーツ

SharePointのWebサイトでは、サードパーティ製 Webパーツをサポートしています。

マスタサーバのWebパーツをレプリカサーバのSharePoint Webサイトで使用できる

ようにするには、フェールオーバの完了後にWebパーツをレプリカサーバにインポー

トする必要があります。

Chapter 2:レプリケーションおよびハイ アベイラビリティのシナリオの管理 27



SharePoint レプリカサーバの準備

Arcserve RHA SharePoint COM+ サービス

Arcserve RHAエンジンが、SharePointファームに接続された SharePoint環境にイン

ストールされている場合、インストール処理では、Arcserve RHA SharePoint COM+
がインストールされ、すべてのSharePointシナリオに対応する

CAARCserveRHASPSCOMAppというサービスが登録されます。Arcserve RHAエンジ

ンをアンインストールする際には、アンインストール処理によって対応コンポーネント

がアンインストールされ、登録解除されます。

Windows Server 2008システムでは、Microsoft分散トランザクションコーディネータ

( MSDTC) サービスによって、Sharepoint COM+ アプリケーションが正常に開始でき

ない場合があります。これにより、SharePoint HAシナリオが重要な処理を実行で

きない場合があります。たとえば、データベースの自動検出、このシナリオの実行、

アシュアード リカバリテストなどです。この問題を解決するには、問題が発生して

いるサーバ( マスタまたはレプリカ) を再起動してください。

サーバファームについては、SharePoint HA操作の失敗を防ぐために、Arcserve
RHA SharePoint COM+ サービスのインストール後、マスタサーバ上のサービスのログ

オンアカウントをドメイン管理者に変更します。レプリカ上のサービスログオンアカ

ウントは自動設定中に変更されます。

Arcserve RHAエンジンアップグレード中に、COM+ サービスはエンジンの旧バージョ

ンと共に削除されます。アップグレードが完了し、エンジンが再起動されると、

COM+ サービスを自動的にインストールし開始できます。しかし、スタートアップアカ

ウントは、アップグレード前に設定されていたように、ドメイン管理者ではなく、ロー

カルシステムに設定される場合があります。シナリオを開始する前に、ドメイン管

理者であるために手動でサービスを設定する必要があります。

シナリオ作成中、レプリカ自動設定用のドメイン管理者アカウント認証情報の入

力を促すプロンプト メッセージが表示されます。誤ったアカウントおよびパスフレー

ズ( SharePoint Server 2010) を入力すると、自動設定は失敗します。再試行する

には、シナリオ作成ウィザードで［戻る］をクリックします。

注：自動設定では、レプリカ上のSharePointサービスのログオンアカウントがユー

ザ指定のアカウントに変更されます。マスタ上のSharePointサービスのログオンアカ

ウントが異なる場合は、レプリカアカウントを手動で変更する必要があります。
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サービスの管理

シナリオの作成または変更中に、管理するサービスを指定できます。シナリオ作成

中、サービスの管理用画面がシナリオ作成ウィザードに表示されます。既存のシ

ナリオについては、Arcserve RHAマネージャの［ルート ディレクトリ］タブからサービスを

管理することもできます。

指定されたマスタサーバ上で発見されたサービスは、シナリオ作成ウィザードの

［サービスディスカバリ結果］画面に自動的に表示されます。

以下は、カスタムアプリケーションシナリオ用の手順です。

サービスを管理する方法

すべて - マスタサーバ上で検出されたすべてのサービスをリスト表示します。

管理対象サービス - チェックされたサービスのみをリスト表示します。

Oracle データベース - 現在のホストにOracle がインストールされている場

合、Oracle に関連するサービスがリスト表示されます。

Microsoft SQL Server - 現在のホストに SQL Server がインストールされている

場合、SQL Server に関連するサービスがリスト表示されます。
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Microsoft IIS Server - 現在のホストに IIS Server がインストールされている場

合、IIS Server に関連するサービスがリスト表示されます。

Microsoft SharePoint Server - 現在のホストに SharePoint Server がインス

トールされている場合、SharePoint Server に関連するサービスがリスト表示

されます。

VMware vCenter Server - 現在のホストに vCenter Server がインストールされ

ている場合、vCenter Server に関連するサービスがリスト表示されます。

Microsoft Exchange Server - 現在のホストにMicrosoft Exchange Server が
インストールされている場合、Microsoft Exchange Server に関連するサービ

スがリスト表示されます。

Microsoft Dynamics CRM Server - 現在のホストにMicrosoft Dynamics CRM
Server がインストールされている場合、Microsoft Dynamics CRM Server に関

連するサービスがリスト表示されます。

1. モニタするサービスを選択します。モニタする各サービスの左のチェックボックス

をオンにします。

重要：1つのシナリオ内でマスタサーバ上のすべてのサービスをモニタする場合

にサービスの管理を使用しないでください。このシナリオタイプはサーバ全体を

保護するようには設計されていません。

2. ［次へ］をクリックして［サービス設定］画面に移動します。
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3. 選択した各サービスの［開始順序］列に、開始順序を数値で指定します。

順序が問題にならないサービスについては、デフォルト値 (未設定 )を使用し

ます。値の設定を進めるに従って、ドロップダウンリストの利用可能なオプ

ションが更新されます。最初のサービスには、「未設定」と「1」の2つのオプ

ションしかありません。2番目のサービスでは、「未設定」、「1」、「2」の3つの

オプションが表示され、以降同様に更新されます。2つのサービスに対して

同じ開始順序を割り当てた場合、Arcserve RHAにより自動的に順序が並

べ替えられます。

4. レプリケーションシナリオでは、［クリティカル］列は無効になっています。HAシ

ナリオでは、サービスが失敗した場合にスイッチオーバーをトリガするように指

定するには［クリティカル］列を使用します。デフォルトでは、すべてのサービス

が「クリティカル」として表示されています。失敗してもスタンバイサーバへのス

イッチオーバーが必要でないサービスについては、チェックボックスをオフにして

ください。
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SharePoint Server シナリオの作成

シナリオの作成については、「Arcserve RHA管理者ガイド」で詳細に説明していま

す。このセクションでは、Microsoft SharePoint Server シナリオの作成に固有の追加

情報を提供します。シナリオ作成ウィザードのガイドに従って、ハイアベイラビリティ

シナリオを作成するための手順を実行します。完了したら、シナリオを実行して、

データの同期を開始してください。データベースサイズおよびネットワーク帯域幅に

よって、同期に時間がかかる場合があります。同期が完了すると、ハイアベイラビ

リティシナリオでレプリカサーバを管理するため、障害が検出されるとすぐにマスタ

サーバから引き継ぐことができます。

Notes:

Arcserve RHAエンジンが、SharePointファームに接続された SharePoint環境に

インストールされている場合、インストール処理では、Arcserve RHA SharePoint
COM+ がインストールされ、すべてのSharePointシナリオに対応する

CAARCserveRHASPSCOMAppというサービスが登録されます。Arcserve RHAエ

ンジンをアンインストールする際には、アンインストール処理によって対応コン

ポーネントがアンインストールされ、登録解除されます。

Windows Server 2008システムでは、Microsoft分散トランザクションコーディ

ネータ( MSDTC) サービスによって、Sharepoint COM+ アプリケーションが正常に

開始できない場合があります。これにより、SharePoint HAシナリオが重要な処

理を実行できない場合があります。たとえば、データベースの自動検出、この

シナリオの実行、アシュアード リカバリテストなどです。この問題を解決するに

は、問題が発生しているサーバ( マスタまたはレプリカ) を再起動してください。

ハイアベイラビリティシナリオでは、SharePointファーム全体をレプリケートする

必要があります。

SharePoint Foundation 2010では、2つの追加 DLL ファイル、

Microsoft.Office.Server.dll およびMicrosoft.Office.Sever.Search.dll が必要で

す。これら 2つのファイルは、SharePoint 2010の完全版からコピーできます。

RHAエンジンフォルダに 2つのDLL ファイルをコピーして、

CAARCserveRHASPSCOMAPPサービスを再起動します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

スタンドアロン展開用のSharePoint Server シナリオの作成

サーバファーム( オールインワン) 展開用のSharePoint Server シナリオの作成

SharePoint Server ファームの複数シナリオの作成 ( 分散展開 )

トラブルシューティング -- SharePointシナリオで自動 AR が失敗する
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スタンドアロン展開用の SharePoint Server シナリオの

作成

以下の手順は、SharePoint Server スタンドアロン展開で HAシナリオに適用されま

す。これによって、SharePoint Server 展開を保護する単一のシナリオが作成されま

す。

SharePoint ハイアベイラビリティシナリオを作成する方法

1. Arcserve RHAマネージャから、［シナリオ］-［新規］を選択するか、［新規シナ

リオ］ボタンをクリックします。

2. ［ようこそ］ダイアログボックスが開いたら、［新規シナリオの作成］を選択し、

［次へ］をクリックします。

3. ［シナリオタイプの選択］ダイアログボックスが開いたら、［SharePoint］-［ハイ

アベイラビリティシナリオ］-［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テ

スト］( オプション) を選択します。アシュアード リカバリを選択する場合、既存

のWebアプリケーションデータベースのみ検出およびレプリケートできることに

注意してください。アシュアード リカバリの詳細については、「Arcserve RHA管

理者ガイド」を参照してください。

4. ［マスタおよびレプリカホスト］ダイアログボックスが開いたら、シナリオを指定

し、マスタサーバとレプリカサーバのホスト名または IPアドレスを入力します。

［次へ］をクリックします。詳細については、「リダイレクション方式」を参照して

ください。

5. エンジンの検証が完了するまで待って、［次へ］をクリックします。必要に応じ

て［インストール］をクリックして一方または両方のサーバでエンジンをアップグ

レードし、［次へ］をクリックします。

［レプリカ環境設定］ダイアログボックスが開き、指定したマスタで自動検出さ

れたすべての結果のリストが表示されます。デフォルトでは、すべてのデータベー

スが含まれます。

注：ハイアベイラビリティシナリオでは、すべてのデータ項目 ( データベース、

SharePointデータフォルダなど) がレプリケートされ、選択は解除できません。

6. ［レプリカ環境設定］ダイアログボックスで、以下のいずれかを実行します。

レプリカとマスタの比較結果が同じ場合、［次へ］をクリックします。

レプリカとマスタの比較結果が異なる場合、レプリカのSharePointを再

設定する必要があります。

7. ドメイン管理者のアカウント認証情報を入力します。SharePoint Server
2007については、ユーザ名、パスワードおよびドメインを入力します。

SharePoint Server 2010については、ユーザ名、パスワード、ドメインおよび
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ファームパスフレーズを入力します。指定するアカウントは、自動設定処理

のため、レプリカ上のArcserve RHA SharePoint COM+ サービスのログオンアカ

ウントとして適用されます。詳細については、「Arcserve RHA SharePoint
COM+ サービス」を参照してください。

8. 自動設定が完了するまで待って、［次へ］をクリックします。詳細について

は、「SharePointレプリカサーバの準備」を参照してください。

9. ［シナリオのプロパティ］ダイアログボックスが開いたら、必要に応じて、追加

のプロパティを設定します。ユーザアクセス制御にNTFS ACL とドメインアカウ

ントを使用する場合は、［NTFS ACL をレプリケート］オプションを選択して［次

へ］をクリックしてください。詳細については、「シナリオのプロパティ」または「管

理者ガイド」を参照してください。Arcserve RHA

注：［Windows共有を同期］オプションは、フェールオーバ後にサーバファーム

内のクエリの役割が正常に動作するように、デフォルトではオンになっていま

す。

［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

10. デフォルトの設定をそのまま使用するか、必要な変更を加えてから、［次へ］

をクリックします。

11. ［スイッチオーバープロパティ］ダイアログボックスで情報が取得されるまで待

ちます。必要なリダイレクションのプロパティを設定して、［次へ］をクリックしま

す。詳細については、「スイッチオーバーとスイッチバック」を参照してください。

12. ［スイッチオーバーとリバースレプリケーションの開始］ダイアログボックスから、

必要に応じて、自動または手動スイッチオーバーを選択し、自動または手

動リバースレプリケーションを選択します。

これらのオプションを両方とも自動に設定することはできません。詳細について

は、「シナリオのプロパティ」または「管理者ガイド」を参照してください。Arcserve
RHA

13. ［アシュアード リカバリを使用した整合性テスト］を選択した場合、ここでその

ダイアログボックスが表示されます。必要に応じて、スケジュールを設定しま

す。詳細については、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。

14. ［次へ］をクリックして、シナリオの検証を開始します。エラーが報告される場

合、エラーを解決してから操作を続けてください。検証が完了したら、［次

へ］をクリックして、シナリオの作成を完了します。

注：シナリオ検証により、ファーム内にまだ存在するレプリカに関するエラーが

報告された場合、環境設定が原因です。この問題を解決するには、レプリカ

上のSharePointウィザードを起動してマスタのファームから切断し、自動設定

を繰り返します。
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15. ［今すぐ実行］または［完了］を選択します。［今すぐ実行］を選択すると、

同期処理が開始されます。［終了］を選択すると、あとでシナリオを実行で

きます。
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サーバファーム(オールインワン)展開用の SharePoint
Server シナリオの作成

以下の手順は、SharePoint Server オールインワン展開で HAシナリオに適用されま

す。これによって、SharePoint Server 展開を保護する単一のシナリオが作成されま

す。

SharePoint ハイアベイラビリティシナリオを作成する方法

1. Arcserve RHAマネージャから、［シナリオ］-［新規］を選択するか、［新規シナ

リオ］ボタンをクリックします。

2. ［ようこそ］ダイアログボックスが開いたら、［新規シナリオの作成］を選択し、

［次へ］をクリックします。

3. ［シナリオタイプの選択］ダイアログボックスが開いたら、［SharePoint］-［ハイ

アベイラビリティシナリオ］-［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テ

スト］( オプション) を選択します。アシュアード リカバリの詳細については、

「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。

4. ［マスタおよびレプリカホスト］ダイアログボックスが開いたら、シナリオを指定

し、マスタサーバとレプリカサーバのホスト名または IPアドレスを入力します。

［次へ］をクリックします。詳細については、「リダイレクション方式」を参照して

ください。

5. エンジンの検証が完了するまで待って、［次へ］をクリックします。必要に応じ

て［インストール］をクリックして一方または両方のサーバでエンジンをアップグ

レードし、［次へ］をクリックします。

［レプリカ環境設定］ダイアログボックスが開き、指定したマスタで自動検出さ

れたすべての結果のリストが表示されます。デフォルトでは、すべてのデータベー

スが含まれます。

注：ハイアベイラビリティシナリオでは、すべてのデータ項目 ( データベース、

SharePointデータフォルダなど) がレプリケートされ、選択は解除できません。

6. ［レプリカ環境設定］ダイアログボックスで、以下のいずれかを実行します。

レプリカとマスタの比較結果が同じ場合、［次へ］をクリックします。

レプリカとマスタの比較結果が異なる場合、レプリカのSharePointを再

設定する必要があります。

7. ドメイン管理者のアカウント認証情報を入力します。SharePoint Server
2007については、ユーザ名、パスワードおよびドメインを入力します。

SharePoint Server 2010については、ユーザ名、パスワード、ドメインおよび

ファームパスフレーズを入力します。指定するアカウントは、自動設定処理

のため、レプリカ上のArcserve RHA SharePoint COM+ サービスのログオンアカ
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ウントとして適用されます。詳細については、「Arcserve RHA SharePoint
COM+ サービス」を参照してください。

8. 自動設定が完了するまで待って、［次へ］をクリックします。詳細について

は、「SharePointレプリカサーバの準備」を参照してください。

9. ［シナリオのプロパティ］ダイアログボックスが開いたら、必要に応じて、追加

のプロパティを設定します。ユーザアクセス制御にNTFS ACL とドメインアカウ

ントを使用する場合は、［NTFS ACL をレプリケート］オプションを選択して［次

へ］をクリックしてください。詳細については、「シナリオのプロパティ」または「管

理者ガイド」を参照してください。Arcserve RHA

注：［Windows共有を同期］オプションは、フェールオーバ後にサーバファーム

内のクエリの役割が正常に動作するように、デフォルトではオンになっていま

す。

［マスタとレプリカのプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

10. デフォルトの設定をそのまま使用するか、必要な変更を加えてから、［次へ］

をクリックします。

11. ［スイッチオーバープロパティ］ダイアログボックスで情報が取得されるまで待

ちます。必要なリダイレクションのプロパティを設定して、［次へ］をクリックしま

す。詳細については、「スイッチオーバーとスイッチバック」を参照してください。

12. ［スイッチオーバーとリバースレプリケーションの開始］ダイアログボックスから、

必要に応じて、自動または手動スイッチオーバーを選択し、自動または手

動リバースレプリケーションを選択します。

これらのオプションを両方とも自動に設定することはできません。詳細について

は、「シナリオのプロパティ」または「管理者ガイド」を参照してください。Arcserve
RHA

13. ［アシュアード リカバリを使用した整合性テスト］を選択した場合、ここでその

ダイアログボックスが表示されます。必要に応じて、スケジュールを設定しま

す。詳細については、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。

14. ［次へ］をクリックして、シナリオの検証を開始します。エラーが報告される場

合、エラーを解決してから操作を続けてください。検証が完了したら、［次

へ］をクリックして、シナリオの作成を完了します。

注：シナリオ検証により、ファーム内にまだ存在するレプリカに関するエラーが

報告された場合、環境設定が原因です。この問題を解決するには、レプリカ

上のSharePointウィザードを起動してマスタのファームから切断し、自動設定

を繰り返します。
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15. ［今すぐ実行］または［完了］を選択します。［今すぐ実行］を選択すると、

同期処理が開始されます。［終了］を選択すると、あとでシナリオを実行で

きます。
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SharePoint Server ファームの複数シナリオの作成(分
散展開)

多くの場合、SharePointの展開にはアプリケーション、データベース、および負荷分

散 Webフロントエンド サーバが含まれます。これらはそれぞれ、アプリケーションの

正常動作に不可欠です。このような分散展開を保護するには、以下のそれぞれ

に個別のシナリオが必要です。

データベースサーバを保護する SQL シナリオ

アプリケーションサーバを保護する SharePointシナリオ

Webフロント エンド サーバを保護する SharePointシナリオ( SharePoint Server
2007のみ)

このリリースでは、分散展開の保護に必要な個々のシナリオを設定する 1つのシ

ナリオグループを作成し、グループレベルでスイッチオーバープロパティを設定する

ことができるようになりました。そのため、展開内で障害が検出された場合にファー

ム全体をスイッチオーバーすることができます。Arcserve RHAは自動的にファームト

ポロジを検出し、検出された各コンポーネントに必要なシナリオを作成します。

注：SQL Server および SharePoint Server ソフトウェアを同じホストにインストールし

た場合、それを保護するために必要なのは 1つのSharePoint HAシナリオのみで

す。このホストがファーム内の唯一のサーバである場合、ファーム検出パネルは表

示されません。

SharePoint ファーム用の複数のSharePoint Server シナリオを作成する方法

1. マネージャから［新規シナリオ］ボタンをクリックし、シナリオ作成ウィザードを起

動します。

［ようこそ］画面が開きます。

2. ［ようこそ］画面から、以下の操作を行います。

a. ［新規シナリオの作成］をクリックします。

b. 新規シナリオグループの名前を入力します。Arcserve RHAはこの名前

を使用してシナリオを作成します。

c. ［次へ］をクリックします。

［サーバおよび製品タイプの選択］画面が表示されます。

3. ［サーバおよび製品タイプの選択］画面から、以下を実行します。

a. ［サーバタイプ］として［Microsoft SharePoint Server］を選択します。

b. ［製品タイプ］として［ハイアベイラビリティシナリオ］をクリックします。
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c. ［レプリカ上のタスク］で、［なし］をクリックします。アシュアード リカバリの

実行方法の詳細については、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照

してください。

d. ［次へ］をクリックします。

［マスタおよびレプリカホスト］画面が表示されます。

4. 以下の手順に従います。

a. グループに追加するシナリオの名前を入力します。

b. ［マスタホスト名 /IP］フィールドに、SharePoint Webフロント エンド サー

バのホスト名または IPアドレスを入力します。Arcserve RHAは、展開

内のすべてのSharePoint Server を検出します。

c. ［レプリカホスト名 /IP］フィールドに、スタンバイサーバとして使用する

サーバのホスト名または IPアドレスを入力します。

d. ポート番号については、デフォルト値を使用します。

e. ［ホスト上のArcserve RHAエンジンを検証］オプションを有効にします。

f. ［次へ］をクリックします。

［エンジンの検証］画面が表示されます。

5. 検証が完了するまで待ちます。必要に応じて一方または両方のサーバにエ

ンジンをインストールし、［次へ］をクリックします。

［マスタ/レプリカホストのマッピングの設定］画面が開き、展開内で検出された

サーバのリストが表示されます。

6. この画面で、以下を実行します。

a. ［ホスト マッピング］リストで、保護する SharePoint Server を選択しま

す。最初のマスタは、［マスタおよびレプリカホスト］画面で指定した情

報から自動的にリストされます。

b. ［レプリカホスト名］列に選択した各サーバのレプリカホスト名を入力

します。

c. ［シナリオ名］列に選択した各サーバの一意のシナリオ名を入力しま

す。

d. ［ホスト上のArcserve RHAエンジンを検証］オプションを有効にします。

e. ［次へ］をクリックします。

［エンジン検証］画面が再度開き、検出されたマスタサーバおよび割り当てら

れたレプリカサーバのそれぞれのサーバステータスが表示されます。指定した

最初のサーバは、以前検証されているため、このリストから除外されます。
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7. 必要な場合は、任意のサーバにエンジンをインストールして［次へ］をクリック

します。

レプリケーション用のデータベースを示す画面が開きます。

8. ［選択したルート ディレクトリにある新規データベースをレプリケート］オプション

を有効にした後、［次へ］をクリックします。

9. マスタサーバとレプリカサーバ上のサーバ設定が完了するまで待機します。

レプリカはマスタと一致するように自動設定されます。

10. レプリカが自動設定されていない場合は、［レプリカ環境設定］画面が開い

たら［次へ］をクリックします。サーバファームについては、ドメイン管理者のア

カウント認証情報を入力します。SharePoint Server 2007については、ユーザ

名、パスワードおよびドメインを入力します。SharePoint Server 2010について

は、ユーザ名、パスワード、ドメインおよびファームパスフレーズを入力しま

す。指定するアカウントは、自動設定処理のため、レプリカ上のArcserve
RHA SharePoint COM+ サービスのログオンアカウントとして適用されます。詳

細については、「Arcserve RHA SharePoint COM+ サービス」を参照してくださ

い。

［シナリオのプロパティ］画面が表示されます。

11. この画面では、シナリオごとのタブとプロパティが表示されます。各シナリオにプ

ロパティを個別に設定できます。終了したら、［次へ］をクリックします。

［マスタとレプリカのプロパティ］画面が開きます。

12. この画面にもシナリオごとにタブが用意されているので、プロパティを個別に

設定できます。終了したら、［次へ］をクリックします。

Arcserve RHAがグループ内のすべてのシナリオ用のデフォルト設定を取得した

後、［スイッチオーバープロパティ］画面が開きます。

13. 各タブでプロパティを設定し、完了したら［次へ］をクリックします。

［スイッチオーバーとリバースレプリケーションの開始］画面が表示されます。

14. すべてのシナリオでこの画面上の同じ設定を共有します。スイッチオーバーま

たはリバースレプリケーションのどちらかを選択し、自動に設定します。両方

に設定することはできません。［次へ］をクリックします。

［グループプロパティ］画面が表示されます。

15. この画面では、グループスイッチオーバー設定を指定できます。以下の手順

に従います。

a. ［スイッチオーバー設定］プロパティグループを展開します。

b. グループ全体を単一のエンティティとしてスイッチオーバーする場合は、

［グループとしてスイッチオーバー］プロパティをオンにします。
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c. ［失敗した場合にグループスイッチオーバーをトリガする］プロパティを展

開します。グループ内のすべてのシナリオが表示されます。失敗した場

合にグループ全体のスイッチオーバーをトリガするシナリオの値をオンに

設定します。

d. Arcserve RHAがグループ全体をスイッチオーバーできない場合、［グ

ループとしてスイッチオーバーできない場合のアクション］オプションをオン

に設定できます。

e. ［次へ］をクリックします。

Arcserve RHAがグループ検証を完了するまで待機します。

16. 検証プロセスでは、グループ内にある各シナリオを実際に検証し、検出され

たエラーや警告をリストします。続行する前にエラーを解決し、警告を修正

する必要があります。最後に［次へ］をクリックします。

注：シナリオ検証により、ファーム内にまだ存在するレプリカに関するエラーが

報告された場合、環境設定が原因です。レプリカサーバ上で、Windowsの
［スタート］メニューから SharePoint環境設定ウィザードを起動してマスタの

ファームから切断し、自動設定を繰り返します。

17. シナリオグループの準備ができました。以下のいずれかを行います。

［終了］をクリックして、シナリオグループを保存します。必要に応じて

他のシナリオを追加できます。詳細については、「SharePoint Server シ
ナリオの作成」を参照してください。他のシナリオタイプの作成方法に

ついては、「操作ガイド」を参照してください。後でシナリオグループを

実行できます。

シナリオグループをすぐに実行するには、［今すぐ実行］をクリックしま

す。
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トラブルシューティング -- SharePointシナリオで自動 AR
が失敗する

[[[Undefined variable Variables.sy]]]

SharePointシナリオに対して自動アシュアード リカバリテストを実行すると、以下の

エラーが表示されます。

SharePointの状態をチェックできません:不明

レプリカホスト名での自動 SharePointテストが失敗しました

[[[Undefined variable Variables.so]]]

これらのエラーは SQL アカウントのセキュリティに関連しています。SQL がローカルア

カウントである場合は、［ACL のレプリケート］をオフに設定すると問題が解決しま

す。

[[[Undefined variable Variables.fts]]]

1. ［シナリオのプロパティ］に移動します。

2. ［レプリケーション］をクリックし、［オプション設定］をクリックします。

3. ［ACL のレプリケート］をオフに設定します。

4. プロパティを保存します。
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シナリオのプロパティの設定

ウィザードを使用して設定したシナリオの変更、追加の設定、およびプロパティペ

インを使用したシナリオの変更が可能です。

［プロパティ］ペインとそのタブはコンテキストに依存し、シナリオフォルダから選択す

るノードに応じて変わります。プロパティを設定する前にシナリオを停止する必要

があります。一部の値は、一度設定すると変更できません。そのような値には、そ

の旨が明記されています。シナリオのプロパティの設定の詳細については、

「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。

プロパティは、Arcserve RHAマネージャのフレームワークペインのタブにまとめられて

います。これらのタブは、サーバタイプ、Arcserve RHAソリューション、およびシナリオ

のステータスに基づいて表示されます。プロパティを変更するシナリオを選択し、該

当するタブを選択します。

［ルート ディレクトリ］タブの設定

以下の手順に従います。

1. ［シナリオ］ペインから［マスタサーバ］を選択します。［ディレクトリ］フォ

ルダをダブルクリックして、マスタルート ディレクトリを追加または削除し

ます。必要に応じて、フォルダの横のチェックボックスを選択または選
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択解除して、フォルダを含めたり、除外したりします。ディレクトリ名を

変更することもできます。

2. ［シナリオ］ペインから［レプリカサーバ］を選択します。マスタルート ディ

レクトリごとに、レプリカルート ディレクトリを指定する必要があります。

レプリカサーバの［ディレクトリ］フォルダをダブルクリックします。必要に

応じてフォルダの横のチェックボックスをオンまたはオフにして、対応する

マスタディレクトリを保持します。

［プロパティ］タブの設定

シナリオのプロパティ

これらの設定により、シナリオ全体のデフォルトの動作が決定されます。

一般プロパティ -- 一度作成すると、変更できません。

レプリケーションプロパティ -- レプリケーションモード ( ［オンライン］または［ス

ケジュール］) 、同期値 ( ［ファイル］または［ブロック］、［同一サイズ/タイム

スタンプのファイルを無視］) およびオプション設定 ( ［NTFS圧縮属性をレ

プリケート］、［NTFS ACL をレプリケート］、［Windows共有を同期］、［エ

ラー発生時の自動再同期を禁止］) を選択します。

イベント通知のプロパティ -- 実行するスクリプトを指定するか、電子メー

ル通知を選択するか、またはイベント ログに書き込みます。

レポート処理 -- レポートの設定、電子メールの配信またはスクリプトの実

行を指定します。

マスタとレプリカのプロパティ

これらの設定により、マスタとレプリカの両方でサーバのプロパティを確立しま

す。一部の設定はサーバタイプごとに異なります。

ホスト接続のプロパティ -- IPアドレス、ポート番号およびマスタとレプリカの

完全修飾名を入力します。

レプリケーションのプロパティ -- これらのプロパティはマスタとレプリカで異なり

ます。詳細については、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してくださ

い。

スプールのプロパティ -- サイズ、最小ディスク空き容量、およびディレクトリ

パスを設定します。詳細については、「スプールディレクトリの設定」を参

照してください。

イベント通知のプロパティ -- 実行するスクリプトを指定するか、電子メー

ル通知を選択するか、またはイベント ログに書き込みます。

レポートのプロパティ -- 同期レポートまたはレプリケーションレポートを選

択し、配布またはスクリプトの実行を指定します。
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( レプリカ) スケジュールタスク -- アシュアード リカバリを使用したレプリカ整

合性テストを含むタスクを設定または一時停止します。詳細について

は、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。

( レプリカ) リカバリプロパティ -- レプリカの、遅延、データのリワインドのプロ

パティ、またはスケジュールタスクを設定します。

［HA プロパティ］タブの設定

これらの設定でスイッチオーバーおよびスイッチバックの実行方法を制御しま

す。

スイッチオーバーのプロパティ -- 自動または手動スイッチオーバーを選択し、ス

イッチオーバーホスト名とリバースレプリケーション設定を指定します。

ホストのプロパティ -- マスタとレプリカの完全修飾名を指定します。

ネットワークトラフィックリダイレクションのプロパティ -- ［IP移動］、［DNS リダイレ

クト］、［コンピュータ名の切り替え］または［ユーザ定義スクリプト］を選択しま

す。

Is Alive のプロパティ -- ハートビート周期およびチェック方式を設定します。

DB 管理のプロパティ( ファイルサーバシナリオには適用されません) -- データ

ベースサーバ上の共有またはサービスを管理するように Arcserve RHAを設定し

ます。

成功時のアクションのプロパティ -- 使用するカスタムスクリプトおよび引数を定

義します。
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分散グループの作成による SharePointファームの保護

分散グループとは、複数のサーバで構成される SharePoint Server ファームで、それ

らのサーバを保護するために、そこで複数のシナリオが作成されます。これらのシナ

リオは同じファームに属しているため、単一の論理ユニットとして一元管理する必

要があります。デフォルト グループおよび通常グループとは異なり、分散グループに

は一元管理機能があります。一元管理機能の一部を以下に示します。

グループの実行 /停止：グループ内のすべてのシナリオを開始または停止でき

ます。

グループスイッチオーバー：すべてのシナリオに対して手動スイッチオーバーを開

始し、それらのいずれかに障害が発生した場合に自動的にスイッチオーバー

されるように設定できます。

アクティブサーバのリカバリ：分割ファームの問題 ( SharePoint Server マスタの一

部がアクティブで、その他のレプリカがアクティブである) を解決します。すべての

シナリオのアクティブサーバをマスタまたはレプリカに簡単にリカバリできます。
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分散グループの作成

シナリオグループ管理を使用して、利用可能な通常グループから分散グループを

作成できます。

シナリオ作成ウィザードを使用して分散グループを作成する方法

1. シナリオ作成ウィザードを開きます。

2. SharePointファーム用のシナリオを作成するときに、シナリオ作成ウィザードで

新しいグループ名を指定します。

新しい分散グループが作成されます。

通常グループを分散グループに変換する方法

1. 通常グループを作成します。

2. マネージャで通常グループを選択して右クリックし、［グループ管理の有効

化］オプションを選択します。

通常グループが分散グループに変換されます。

注：シナリオグループ管理オプションを無効にすると、分散グループを通常グルー

プに簡単に変換できます。
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グループプロパティ

シナリオの作成中、シナリオ作成ウィザードを使用してグループプロパティを設定で

きます。

グループプロパティには以下のものが含まれます。

シナリオ依存関係

シナリオ間の相互依存関係を管理します。通常、分散アプリケーションには

相互に依存する複数のコンポーネント/役割 /サーバが存在します。1つのシナ

リオを 1つ以上のシナリオに依存するように設定することも、複数のシナリオを

1つのシナリオに依存するように設定することもできます。これらのサービスは、

［シナリオ依存関係］プロパティによって設定できます。

スイッチオーバー設定

分散グループ内のスイッチオーバー設定を管理します。スイッチオーバー設定

オプションの一部を以下に示します。

グループとしてスイッチオーバー：このオプションがオンに設定され

た場合、グループ内のシナリオの1つが失敗し、スイッチオー

バーの準備ができると、グループ全体 ( すべてのシナリオ) が自動

的にスイッチオーバーされます。

失敗した場合にグループスイッチオーバーをトリガする：1つの

失敗により、グループスイッチオーバーがトリガされます。デフォル

トでは、すべてのシナリオがグループスイッチオーバーをトリガしま

す。一部の軽量シナリオについてはオフになるよう設定できま

す。

シナリオスイッチオーバー設定を実行：シナリオが自身のスイッチ

オーバー設定を実行するかどうかを決定します。

アベイラビリティシナリオセット

分散アプリケーションでは、可用性またはパフォーマンスを向上させるため、2
つ以上のサーバによって同じサービスが提供されるよう設定する場合がありま

す。1つのサーバがダウンしても、他のサーバが動作していれば、引き続きサー

ビスを提供できます。アベイラビリティシナリオセットは、Arcserve RHAがこうした

分散アプリケーションのサーバ/シナリオを管理する場合に使用します。

2つのシナリオが同じアベイラビリティシナリオセットで設定されている場合、両

方のシナリオが失敗した場合に限り、グループスイッチオーバーが開始されま

す。オプションの1つが失敗してもこの機能は呼び出されません。
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注：同じグループには 1つ以上のアベイラビリティシナリオセットを含めることができ

ますが、1つのシナリオを 2つの異なるセットに設定することはできません。

SharePointファームの中に設定された負荷分散 WFE サーバが存在する場合、

WFE サーバを保護するシナリオを同じアベイラビリティシナリオセットの中で設定す

ることをお勧めします。

イベント通知

グループイベント用のポリシーを設定できます。オプションの一部を以下に示し

ます。

［電子メールによる通知］：指定された受信者に電子メールを

送信します。

［スクリプトの実行］：定義済みのスクリプトを実行します。

［イベント ログへの書き込み］：Windowsシステムイベントにログ

を書きます。
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シナリオまたはグループを実行する方法

シナリオを作成したら、それを実行してレプリケーションプロセスを開始する必要が

あります。通常、マスタ上のデータの変更をレプリカにレプリケートする前に、マスタ

とレプリカを同期する必要があります。このため、レプリケーションを開始する最初

の手順は、マスタサーバとレプリカサーバの同期です。サーバの同期の完了後、

自動的にオンラインレプリケーションが開始され、マスタで発生するすべての変更

が継続的にレプリカに反映されます。

注：レプリケーションプロセスを成功させるには、Arcserve RHAエンジンを実行して

いるユーザに、マスタに対する読み取り権限、およびすべてのレプリカホスト上で

各レプリケーションのルート ディレクトリとそこに含まれているファイルに対する関連す

る読み取りおよび書き込み権限があることを確認してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

シナリオの実行

グループの実行
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シナリオの実行

以下の手順を使用して、1つのシナリオを実行できます。

シナリオを実行する方法

1. ［シナリオ］ペインから、実行するシナリオを選択します。

2. 標準のツールバーで［実行 ］をクリックします。

同期およびレプリケーションを開始する前に、Arcserve RHAによってシナリオの

環境設定が検証されます。検証が正常に完了すると、マネージャに「グルー

プ "グループ名 "を実行してもよろしいですか?」というメッセージが表示されま

す。問題が検出されると、上部のペインに検証による警告およびエラーメッ

セージが表示されます。

注：［シナリオの検証］では、マスタサーバおよびレプリカサーバ間のさまざまな

パラメータがチェックされ、スイッチオーバーが正常に終了することが確認されま

す。エラーまたは警告が報告された場合、続行するにはそれらを解決する必

要があります。

3. 続ける前にエラーを修正します。エラーは［イベント］ペインに報告されていま

す。

注：マウント ポイントのレプリケーションは、エンジンが開始される前にマウント

ポイントがマスタに追加されていた場合のみ問題なく実行できます。エンジン

がすでに実行されているときにマスタルート ディレクトリにマウント ポイントを追

加した場合、エラーは表示されませんがレプリケーションは開始しません。この

場合、レプリケーションを開始する前にマスタでエンジンを再起動する必要が

あります。

エラーが表示されると、［実行］ダイアログボックスが表示され、このダイアログ

ボックスには同期オプションが含まれます。

注：データベースをレプリケートするシナリオで［同期のスキップ］を使用しない

でください。

4. サイズが小さいファイルが多数ある場合は、［ファイルレベル同期］を選択し

ます。サイズが大きいファイルがある場合は、［ブロックレベル同期］を選択し

ます。帯域幅が狭い場合は、［オフライン同期］を選択して外部デバイスに

データを転送し、次に、そのデバイスから同期を行います。［同一サイズ/タイ
ムスタンプのファイルを無視］を選択し、パス、名前、サイズ、および更新日

時が同じファイルの比較をスキップします。これは、一般に同期時間の短縮

と同じです。［同期のスキップ］オプションは、マスタとレプリカの両方のファイル

が確実に同じである場合のみ有効にしてください。デフォルトの選択は［ファ
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イルレベル同期］で、［同一サイズ/タイムスタンプのファイルを無視］オプション

が有効になっています。

5. ［OK］ボタンをクリックします。データベースのサイズおよびマスタとレプリカ間の

ネットワーク帯域幅によっては、同期処理に時間がかかることがあります。同

期が完了すると、［イベント］ウィンドウに次のメッセージが表示されます：

「同期処理中の変更はすべてレプリケートされました。」

この時点で、シナリオは使用可能になり、アクティブになります。デフォルトでは、同

期が完了すると、同期レポートが生成されます。レポートの表示については、「レ

ポートの表示」を参照してください。レプリケーションレポートを定期的に生成し

て、各関連サーバのレプリケーションプロセスをモニタすることもできます。詳細につ

いては、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。
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グループの実行

グループ内の複数のシナリオを実行するには、以下の手順に従います。

グループを実行する方法

1. シナリオペインから、実行するシナリオを選択します。

2. 標準のツールバーで［実行 ］をクリックします。

同期およびレプリケーションを開始する前に、Arcserve RHAによってグループ環

境設定が検証されます。検証が正常に完了すると、マネージャに「グループ '
グループ名 ' を実行してもよろしいですか?」というメッセージが表示されます。

注：問題が検出されると、上部のペインに検証による警告およびエラーメッ

セージが表示されます。

［グループ検証］では、マスタサーバおよびレプリカサーバ間のさまざまなパラ

メータがチェックされ、スイッチオーバーが正常に確実に終了するようにします。

エラーまたは警告が報告された場合、続行するにはそれらを解決する必要が

あります。

シナリオ検証により、ファーム内にまだ存在するレプリカに関するエラーが報告さ

れた場合、環境設定が原因です。レプリカサーバ上で、Windowsの［スター

ト］メニューから SharePoint環境設定ウィザードを起動してマスタのファームから

切断し、自動設定を繰り返します。

3. 続ける前にエラーを修正します。エラーは［イベント］ペインに報告されていま

す。

注：マウント ポイントのレプリケーションは、エンジンが開始される前にマウント

ポイントがマスタに追加されていた場合のみ問題なく実行できます。エンジン

がすでに実行されているときにマスタルート ディレクトリにマウント ポイントを追

加した場合、エラーは表示されませんがレプリケーションは開始しません。この

場合、レプリケーションを開始する前にマスタでエンジンを再起動する必要が

あります。

エラーが表示されると、［実行］ダイアログボックスが表示され、このダイアログ

ボックスには同期オプションが含まれます。

注：データベースをレプリケートするシナリオで［同期のスキップ］を使用しない

でください。

4. サイズが小さいファイルが多数ある場合は、［ファイルレベル同期］を選択し

ます。大きいファイルが存在する場合は、［ブロックレベル同期］を選択しま

す。別のデフォルト同期方法が存在し、グループを実行する場合は、［この

グループ内の各シナリオに対してデフォルトの同期方法を使用］を選択して
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そのデバイスから同期を実行します。［同一サイズ/タイムスタンプのファイルを

無視］を選択し、パス、名前、サイズ、および更新日時が同じファイルの比

較をスキップします。これは、一般に同期時間の短縮と同じです。［同期の

スキップ］オプションは、マスタとレプリカの両方のファイルが確実に同じである

場合のみ有効にしてください。デフォルトの選択は［ファイルレベル同期］で、

［同一サイズ/タイムスタンプのファイルを無視］オプションが有効になっていま

す。

5. ［OK］ボタンをクリックします。データベースのサイズおよびマスタとレプリカ間の

ネットワーク帯域幅によっては、同期処理に時間がかかることがあります。同

期が完了すると、［イベント］ウィンドウに次のメッセージが表示されます：

「同期処理中の変更はすべてレプリケートされました。」

この時点で、グループは実行可能およびアクティブになります。デフォルトでは、同

期が完了すると、同期レポートが生成されます。レポートの表示については、「レ

ポートの表示」を参照してください。レプリケーションレポートを定期的に生成し

て、各関連サーバのレプリケーションプロセスをモニタすることもできます。詳細につ

いては、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。
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シナリオまたはグループを停止する方法

シナリオまたはグループを停止する方法

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

シナリオの停止

グループの停止
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シナリオまたはグループを停止する方法

シナリオの停止

シナリオを停止する方法

1. ［シナリオ］ペインから、停止するシナリオを選択します。

2. シナリオを停止するには、標準のツールバーにある［停止］ ボタンをクリック

します。

シナリオの停止を許可するように求める確認メッセージが表示されます。

3. 確認メッセージで［はい］をクリックします。シナリオが停止します。

シナリオを停止すると、シナリオの左側にあった緑色の実行中マークは表示さ

れなくなります。また、シナリオのステータスは［ユーザにより停止］に変わり、［フ

レームワーク］ペインの［統計情報］タブも表示されなくなります。
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シナリオまたはグループを停止する方法

グループの停止

シナリオを停止する方法

1. シナリオペインから、停止するシナリオを選択します。

2. グループを停止するには、標準のツールバーにある［停止］ ボタンをクリック

します。

グループ停止の確定を求める確認メッセージが表示されます。

3. 確認メッセージで［はい］をクリックします。グループが停止します。

グループを停止すると、グループの左側にあった緑色の実行中マークは表示さ

れなくなります。また、シナリオのステータスは［ユーザにより停止］に変わり、［フ

レームワーク］ペインの［統計情報］タブも表示されなくなります。
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Arcserve Replication and High Availabilityによる負荷分散 SharePoint WFEのサポート

Arcserve Replication and High Availabilityによる負荷

分散 SharePoint WFE のサポート

SharePoint WFE ( Webフロント エンド ) サーバを負荷分散システムに展開して、

WFE のパフォーマンスを向上させることができます。多対多の環境設定モードで

は、各 WFE サーバはフェールオーバ用の専用スタンバイを含むシナリオで保護され

ています。多対 1の環境設定モードでは、すべてのWFE サーバは単一のスタンバ

イサーバに集約され、シナリオはグループフェールオーバを保証するために単一の

グループに属します。負荷分散サーバのグループ全体が 1つとして保護されるた

め、最後のアクティブなサーバがダウンしたときに初めてスタンバイがアクティブになり

ます。

Arcserve Replication and High Availabilityは、多対多および多対 1の環境設定

のこれらのサーバに対してハイアベイラビリティを提供します。さまざまな種類の負

荷分散システム( DNSラウンド ロビンやMicrosoft NLB などのハードウェアソリュー

ションまたはソフトウェアベースソリューション) を選択できるため、Arcserve
Replication and High Availabilityはスイッチオーバー( 作業負荷の分散など) 中に

負荷分散に関連するロジックを処理しません。負荷分散システムでは、リクエスト

を新しいサーバノードに送信でき、サービスリクエストが削除されたノードに分散さ

れないようにする必要があります。

Microsoft NLB をWFE 負荷分散ソリューションとして使用していた場合は、フェイ

ルオーバ後にネットワークフローをより簡単にスタンバイにリダイレクトできます。以

下のようなシナリオを考慮する必要があります。

DNS リダイレクトまたはスイッチオーバーホスト名プロパティを使用してシナリオを

設定している場合、Arcserve Replication and High Availabilityではシナリオス

テータスに基づいて NLB を動的に開始または停止できます。そのためには、

start-dbおよび stop-dbスクリプトを指定します。

IP移動をネットワークリソースとして指定してシナリオを設定している場合は、

指定する IPアドレスはサーバのプライベート IPアドレスまたはNLB クラスタ( 仮
想 IP) の IPです。

多対多の環境設定では、アクティブサーバからスタンバイに仮想 IPを移動す

る場合、最初にすべてのスタンバイサーバを NLB に含め、次にNLB を動的に

起動または停止し、仮想 IPをスタンバイに移動する必要があります。これ

は、複数の非 NLB スタンバイの間で同じ IPが共有されている場合に IP競合

を回避するためです。

多対 1の環境設定では、アクティブサーバからスタンバイに仮想 IPを移動す

る必要があります。これにより、スタンバイは仮想 IPアドレスをホストしてユーザ

リクエストに応答します。
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レポートの表示

レポートの表示

Arcserve RHAでは、レプリケーションプロセスおよび同期プロセス時にレポートを生

成できます。これらのレポートは、任意の場所に保存し、レポート センターから開

いて表示することができます。また、指定したアドレスへのメール送信、スクリプトの

実行のトリガもできます。

生成されたレポートのデフォルトのストレージ ディレクトリは、

[ProgramFilesFolder]\CA\ArcserveRHA\Manager\reportsです。

レポートを表示する方法

注：Exchange のレポートは説明のために示したものですが、手順と画面はシナリ

オのタイプにかかわらず同様です。

1. レポートを表示するには、［ツール］メニューから［レポート］をクリックし、［シナリ

オレポートの表示］を選択します。

レポート センターが新しいウィンドウで開きます。

レポート センターは以下の2つのテーブルで構成されています。

上の［シナリオ別の使用可能レポート］テーブルには、レポートがあるすべ

てのシナリオのリスト、および各シナリオで参照可能なレポートのタイプと

数が表示されます。
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レポートの表示

下の［レポート］テーブルには、上のテーブルで選択したシナリオで参照可

能なすべてのレポートのリストが表示されます。

2. 特定のレポートを表示するには、［シナリオ別の使用可能レポート］テーブル

から、そのレポートが表すシナリオを選択します。次にその下の［レポート］テー

ブルで、表示するレポートをクリックします。

注：同期レポートとレプリケーションレポートの場合は、設定により、サマリレ

ポートに加えて詳細レポートも生成できます。どちらのレポートも同じ処理を表

しますが、詳細レポートには処理に関係するファイルのリストも表示されます。

選択したレポートが新しいウィンドウに表示されます。

Chapter 2:レプリケーションおよびハイ アベイラビリティのシナリオの管理 61



イベントの表示

イベントの表示

シナリオのイベントを表示するには、マネージャを開き、シナリオビュー内のシナリオ

を選択します。

注：グループイベントを参照するには、シナリオビュー内のグループを選択します。

シナリオのイベントは、マネージャウィンドウの下部に表示されます( デフォルト ) 。
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統計の表示

統計の表示

Arcserve RHAは、レプリケーションおよび同期プロセスに関する統計を提供しま

す。これらの統計はマネージャで参照できます。

統計を表示する方法

1. シナリオビューでシナリオまたはグループを選択します。

2. ［統計］タブをクリックします。

［統計］ペインが表示されます。
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Chapter 3: リダイレクション方式

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

リダイレクションの仕組み 66

DNSリダイレクション 67

IP移動リダイレクション 68

スクリプト リダイレクション 73
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リダイレクションの仕組み

リダイレクションの仕組み

Arcserve RHAがサポートする各サーバタイプは、1つ以上のリダイレクション方式を

使用するように設定できます。環境およびビジネスニーズに基づいて、リダイレク

ション方式を有効にする必要があります。以下のセクションでは、Microsoft
SharePoint Server でサポートされているリダイレクション方式を説明しています。

注：Microsoft Exchange Server 2010の場合、デフォルトでは、このリダイレクション

方式で利用できるのは、IP移動のみです。さらに、すべてのリダイレクション方式が

オフに設定されていても、Exchange Server 2010 HAシナリオは問題なく動作しま

す。
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DNS リダイレクション

DNS リダイレクション

DNS リダイレクションにより、マスタサーバーのDNS 「A」レコードがレプリカサーバの

IPアドレスに解決されるように変更されます。マスタに障害が発生すると、レプリカ

サーバが該当する DNSレコードを変更し、マスタサーバへの参照がマスタの IPアド

レスではなくレプリカの IPアドレスに解決するようにします。このリダイレクション方式

は、ネットワークの再構成を必要とせず、LANネットワーク構成とWANネットワーク

構成で動作します。

DNS リダイレクトは A ( ホスト ) タイプレコードのみに有効で、CNAME ( エイリアス) レ
コードを直接、更新することはできません。しかし、CNAME レコードが変更された

Aレコードをポイントしている場合は、間接的にリダイレクトされます。

デフォルトではマスタサーバ名が付いたレコードが使用されるように設定されていま

すが、［DNS設定］の［スイッチオーバープロパティ］タブにあるマスタ名を使用して、

任意のDNS A ( ホスト ) レコードにリダイレクトするように Arcserve RHAを設定する

ことができます。
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IP移動リダイレクション

IP 移動リダイレクション

IP移動リダイレクションは、マスタサーバの IPアドレスのレプリカサーバへの移動に

関わります。

このリダイレクション方式は仮想マシンのシナリオでよく使われ、マスタサーバとレプリ

カサーバが同じネットワークセグメントにある LAN環境でのみ使用できます。この

構成で、マスタサーバでスイッチオーバーが発生すると、レプリカサーバがマスタ

サーバに割り当てられた 1つ以上の IPアドレスを引き継ぎます。

重要：この方式は、両方のサーバが同じ IPサブネットにある場合のみ使用できま

す。

IP移動をリダイレクション方式として使用する場合は、最初にマスタホストに IPア

ドレスを追加する必要があります。詳細については、「マスタサーバでの IPアドレス

の追加」を参照してください。
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マスタサーバでの IP 追加

HAシナリオで IP移動リダイレクションを使用するには、マスタホストに IPアドレスを

追加する必要があります( 以下の手順では「Arcserve-IP」と記述します) 。この新

しい IPアドレスは、Arcserve RHA内部の通信およびレプリケーションに使用されま

す。これは、スイッチオーバー( レプリカサーバにスイッチ) が発生すると、現在の実

運用 IPアドレスがマスタで使用できなくなるために必要になります。

重要：IP移動リダイレクション方式を使用している場合のみ、以下の手順を実

行してください。

マスタサーバへの IP アドレスの追加方法

1. ［コントロールパネル］を開いて、［ネットワーク接続］を選択します。

2. ［ローカルエリア接続］を右クリックして、［プロパティ］を選択します。

3. ［インターネット プロトコル( TCP/IP) ］をクリックして、［プロパティ］ボタンをクリッ

クします。

4. ［詳細設定］をクリックします。

5. ［追加］をクリックして、追加の IPアドレス( Arcserve-IP) を入力します。

以下のスクリーンショットでは、Arcserve-IP IPアドレスは 192.168.220.23、現在

使用されているサーバ IPアドレスは 192.168.220.111です。

6. ［追加］をクリックします。

7. ［OK］をクリックします。

8. ［OK］をクリックして、LAN設定を終了します。

マスタに IPを追加した後、HAシナリオに Arcserve-IPを追加する必要があります。

HAシナリオに Arcserve-IPアドレスを追加するには、以下の2つの方法がありま

す。

新規シナリオの場合、ウィザードから直接追加

既存のシナリオの場合、マスタホスト名を変更して追加

これら 2つの方法の手順は以下のとおりです。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

既存のシナリオへのArcserve-IPの追加 -sharepoint

新規シナリオへのArcserve-IPの追加

コンピュータ名の切り替えリダイレクション
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IP移動リダイレクション

既存のシナリオへのArcserve-IP の追加-sharepoint

この手順は、IP移動リダイレクション方式を使用する場合にのみ実行します。

Arcserve-IP を既存のシナリオに追加する方法

1. ［シナリオ］ペインで、必要なマスタホストを選択します。

2. マスタを右クリックして、ポップアップメニューから［名前の変更］を選択しま

す。次に、Arcserve-IPアドレスを入力します。

3. ［フレームワーク］ペインで、［スイッチオーバー］タブを選択し、スイッチオーバー

ホストとしてレプリカサーバを選択します。

4. ［IP 移動 ］オプションを［オン］に設定します。［IP移動］-［IP/マスク］に表示さ

れる IPアドレスが実運用サーバの IPアドレス( スイッチオーバーする IPアドレ

ス) と一致していることを確認します。複数の IPアドレスを移動する場合

は、［ここをクリックすると新しい IP/マスクを追加します。］を選択して複数の
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本番 IPアドレスを追加できます。
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IP移動リダイレクション

新規シナリオへのArcserve-IP の追加

注：この手順は、IP移動リダイレクション方式を使用する場合にのみ実行しま

す。

シナリオ作成ウィザードの初期実行時に、サーバ名の代わりに、［マスタホスト名

/IP］および［レプリカホスト名 /IP］ボックス内に Arcserve-IPおよびレプリカ IPアドレス

を入力します。
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スクリプト リダイレクション

コンピュータ名の切り替えリダイレクション

クライアントがマスタサーバ名を使用して接続されているファイル共有をリダイレクト

する場合は、［コンピュータ名の切り替え］を有効にします。たとえば、マスタサーバ

の名前が fs01で、クライアントが \\fs01\sharename または

\\fs01.domain.com\sharename に接続されている場合は、コンピュータ名の切り替

え方式を使用すると、クライアントはフェールオーバサーバにリダイレクトされます。

Active Directory環境でコンピュータ名の切り替えリダイレクションを使用するには、

マスタとレプリカの両方が同じドメインに属している必要があります。

また、もう一方の方式も有効にしておくことをお勧めします。DNS リダイレクションと

コンピュータ名の切り替えリダイレクションの両方を使用するのが一般的です。

Arcserve RHAでは、一時的な名前をマスタサーバに割り当て、そのコンピュータ名

をレプリカサーバに引き継いで使用することで、コンピュータ名の切り替えを実行し

ます。

Arcserve RHAではレコードを直接更新するため、通常は再起動の必要がありま

せん。しかし、スイッチオーバー後に問題が発生した場合は、再起動のオプション

をオンにして、再度テストしてみてください。

注：Windows Server 2008システムの場合、コンピュータ名の切り替え方式を使

用する際、スイッチオーバーの発生後にコンピュータを再起動する必要がありま

す。これを行うには、プロパティ［スイッチオーバー後に再起動］を有効にします。た

だし、Windows 2008 Cluster システムの場合は、このプロパティが有効でも、再起

動されません。手動で再起動し、SQL Sever サービスが実行されていることを確認

する必要があります。

スクリプト リダイレクション

Arcserve RHAでは、ユーザリダイレクション、またはビルトイン方式でカバーされてい

ない追加手順を実行するために、カスタムスクリプトまたはバッチファイルを実行で

きます。上記の方式が適切でない、またはすべての要件を満たさない場合は、

「Arcserve RHA管理者ガイド」でスクリプト リダイレクション方式の詳細を参照して

ください。
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Chapter 4: スイッチオーバーとスイッチバック

(missing or bad snippet)

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

スイッチオーバーとスイッチバックの動作のしくみ 76

スイッチオーバーの開始 78

グループのスイッチオーバーの開始 79

スイッチバックの開始 80

グループのスイッチバックの開始 82

アクティブサーバのリカバリ 84

スイッチオーバーに関する注意事項 85

分散グループのアクティブサーバのリカバリ 86

Chapter 4:スイッチオーバーとスイッチバック 75



スイッチオーバーとスイッチバックの動作のしくみ

スイッチオーバーとスイッチバックの動作のしくみ

HAシナリオの実行開始後、同期プロセスが完了すると、レプリカはマスタが動作

しているかどうか定期的にチェックします。デフォルトの間隔は 30秒です。モニタリ

ングチェックは 3種類あります。

Ping -- マスタに送信され、マスタが動作中で応答していることを検証するリク

エストです。

データベースチェック - 適切なサービスが実行中で、すべてのデータベースがマ

ウントされ、SharePointのWebサイトが開始されていることを検証するリクエス

トです。

ユーザ定義チェック - 特定のアプリケーションをモニタするようにカスタマイズでき

る、カスタムリクエストです。

これらのいずれかでエラーが発生すると、チェック全体が失敗と見なされます。設

定されているタイムアウト期間中 ( デフォルトは 5分 ) 、すべてのチェックが失敗する

場合、マスタサーバは停止しているものと見なされます。その後、HAシナリオの設

定によって、Arcserve HAはアラートを送信するか、自動的にスイッチオーバーを開

始します。

スイッチオーバーの開始方法は、HAシナリオの作成時に定義します。

［スイッチオーバーとリバースレプリケーションの開始］ページで、［スイッチオー

バーを手動で開始する］オプションを選択している場合は、手動スイッチオー

バーを実行します。詳細については、「スイッチオーバーの開始」を参照してく

ださい。

［スイッチオーバーを自動的に開始する］オプションを選択している場合でも、

マスタの稼働中に手動スイッチオーバーを実行できます。システムをテストする

場合や、マスタで何らかのメンテナンスを実行している間、レプリカサーバでア

プリケーションサービスを続行する場合などに、スイッチオーバーを開始できま

す。トリガによる( 自動 ) スイッチオーバーは、管理者が［スイッチオーバーの実

行］ボタンをクリックして手動で開始するスイッチオーバーとほぼ同じですが、開

始が手動ではなく、マスタサーバ上のリソースの障害によってトリガされる点が

異なります。サーバのping 応答、アプリケーションサービスのステータス、および

データベースの接続性がモニタリングされます。タイムアウト パラメータは変更で

きます。詳細については、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。

HAシナリオの作成時に、リバースシナリオを開始する方法を定義します。

［スイッチオーバーとリバースレプリケーションの開始］ページで［リバースレプリ

ケーションを自動的に開始する］オプションを選択している場合、逆方向のレ

プリケーション( レプリカからマスタ) がスイッチオーバー後に自動的に開始される
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ため、元のマスタサーバが再度使用できるようになります。

［リバースレプリケーションを手動で開始する］オプションを選択している場合

は、スイッチバックを手動で実行する必要があります。手動オプションを選択し

ていて、手動スイッチバックを実行しない場合は、マスタ障害のないクリーンな

スイッチオーバーのテスト後であっても、レプリカからマスタにデータを再同期する

必要があります。

リバースレプリケーション機能をオフにしている場合、スイッチオーバー発生後にリ

バースレプリケーションを開始するには、［実行］ボタンをクリックします。この機能の

利点は、マスタサーバとレプリカサーバがオンライン状態にあり、スイッチオーバーの

間も接続されていた場合、リバース方向での再同期の必要がない点です。再同

期では、マスタサーバとレプリカサーバのデータの比較が行われ、リアルタイムレプ

リケーションの開始前に、どちらの変更データを転送するかが決められます。この

処理には時間がかかります。自動リバースレプリケーションがオンになっており、ス

イッチオーバーの間も両方のサーバがオンラインだった場合、再同期が行われずに

レプリケーションがリバースされます。この場合のみ、再同期が必要ありません。
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スイッチオーバーの開始

自動または手動でスイッチオーバーが開始された後は、すべて自動で処理が行

われます。

注：以下の手順では Exchange のシナリオを例として示していますが、すべての

サーバタイプで手順は同様です。

手動スイッチオーバーを開始する方法

1. ［マネージャ］を開いて［シナリオ］ペインから該当するシナリオを選択しますシ

ナリオのステータスが「実行中」になっていることを確認します。

2. ［スイッチオーバーの実行］ボタンをクリックするか、［ツール］メニューから［ス

イッチオーバーの実行］を選択します。

確認メッセージが表示されます。

3. ［スイッチオーバーの実行］確認メッセージで［OK］をクリックします。この手順

により、マスタサーバからレプリカサーバへのスイッチオーバーが開始されま

す。

スイッチオーバープロセスについての詳細な情報は、スイッチオーバー中［イベン

ト］ペインに表示されます。

4. スイッチオーバーが完了すると、シナリオは停止されます。

注：自動リバースレプリケーションが［自動開始］と定義されている場合に限

り、スイッチオーバー終了後もシナリオが継続実行される可能性があります。

［イベント］ペインに、［スイッチオーバーが完了しました。］というメッセージに続

き、［シナリオは停止しています。］というメッセージが表示されます。

これでマスタがパッシブになり、レプリカがアクティブになりました。
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グループのスイッチオーバーの開始

自動または手動でスイッチオーバーが開始された後は、すべて自動で処理が行

われます。

グループのスイッチオーバーを開始する方法

1. マネージャを開き、シナリオペインからグループを選択しますグループが実行さ

れていることを確認します。

2. ［スイッチオーバーの実行］をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

3. ［スイッチオーバーの実行］確認メッセージで［OK］をクリックします。

この手順により、マスタサーバからレプリカサーバへのスイッチオーバーが開始さ

れます。スイッチオーバーが完了すると、処理が停止します。

スイッチオーバープロセスについての詳細な情報は、スイッチオーバー中にイベ

ント ペインに表示されます。イベント ペインには、スイッチオーバーが完了し、グ

ループ内のシナリオが停止したことを知らせるメッセージが表示されます。これ

でマスタがパッシブになり、レプリカがアクティブになりました。
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スイッチバックの開始

手動または自動を問わず、スイッチオーバーの開始後、任意の時点でサーバの

役割を元に戻し、元のマスタをアクティブサーバに、レプリカをスタンバイサーバにす

ることができます。サーバ間で役割を元に戻す前に、元のレプリカサーバのデータ

で元のマスタサーバのデータを上書きするかどうかを決定しておきます。上書きす

る場合は、最初に「バックワード シナリオ」と呼ばれるリバースシナリオを実行する

必要があります。

注：以下の手順は、どのサーバタイプでも同じです。

手動スイッチバックを開始する方法

1. ネットワークでマスタサーバとレプリカサーバが利用可能であり、エンジンが稼

働中であることを確認します。

2. ［マネージャ］を開いて［シナリオ］ペインから該当するシナリオを選択します

3. 以下のいずれかを実行します。

シナリオがすでに実行中の場合は、手順 4に進みます。

シナリオが実行されていない場合は、手順 1～ 3を実行してから手順

4に進みます。

a. ツールバー上で［実行］をクリックして、シナリオを開始します。

Arcserve RHAはスイッチオーバーの実行を検出し、その状態と設

定を検証します。検証完了後、検知された既存のエラーや警告

があればそれらが［検証結果］ダイアログボックスに一覧表示さ

れ、さらにバックワード シナリオの実行を承認するように促すメッ

セージが表示されます。必要に応じて、［詳細設定］ボタンをク

リックして、シナリオに関連しているホストの詳細情報を表示する

別のペインを開きます。

b. ［実行］ダイアログボックスで同期方法を選択し、［OK］をクリックし

て再同期を開始します。

注：同期方法の詳細については、「Arcserve RHA管理者ガイド」

を参照してください。

再同期が完了すると、［イベント］ペインに「同期処理中の変更はすべ

てレプリケートされました」というメッセージが表示されます。この時点で、

アクティブサーバからスタンバイサーバへのレプリケーションが開始されま

す。

注：これで、マスタサーバとレプリカサーバ間で役割を元に戻す準備が

整いました。

80 Arcserve UDP Solutions Guide



スイッチバックの開始

4. サーバの役割を交代するには、シナリオの実行中にツールバーの［スイッチ

オーバーの実行］をクリックします。確認メッセージが表示されます。

5. ［はい］をクリックしてメッセージをクリアし、スイッチバックプロセスを開始しま

す。

スイッチバックが完了すると、サーバの役割が元に戻り、シナリオは自動的に

停止します。

注：［リバースレプリケーションの開始］オプションが［自動開始］に定義されて

いる場合、スイッチバック終了後もシナリオは継続して実行されます。

これで、シナリオを元 ( フォワード ) の状態で実行できます。
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グループのスイッチバックの開始

スイッチオーバーの開始後、それを手動と自動のどちらで開始したかにかかわら

ず、ある時点でサーバの役割を逆にし、元のマスタをアクティブなサーバに戻し、レ

プリカをスタンバイサーバにする必要が生じます。サーバ間の役割を元に戻す前

に、元のレプリカサーバのデータで元のマスタのデータを上書きするかどうかを決定

します。上書きする場合は、最初に「バックワード シナリオ」と呼ばれるリバースシ

ナリオを実行する必要があります。

注：以下の手順は、どのサーバタイプでも同じです。

グループのスイッチバックを開始する方法

1. ネットワークでマスタサーバとレプリカサーバが利用可能であり、Arcserve RHA
エンジンが稼働中であることを確認します。

2. マネージャを開いて、シナリオペインから対象のグループを選択します。

3. 以下のいずれかを実行します。

シナリオがすでに実行中の場合は、手順 4に進みます。

シナリオが実行されていない場合は、手順 1～ 3を実行してから手

順 4に進みます。

a. ツールバーの［実行］をクリックして、グループを開始します。

Arcserve RHAはスイッチオーバーの実行を検出し、その状態と

設定を検証します。検証が完了すると、検出された既存のエ

ラーや警告があればそれらが［検証結果］ダイアログボックスに

一覧表示され、さらにバックワード グループの実行を確認する

メッセージが表示されます。必要に応じて、［詳細設定］ボタン

をクリックして、グループに属するホストに関する詳細情報を表

示する別のペインを開きます。

b. 実行ダイアログボックスで、ブロックレベル同期方法を選択し

て、［OK］をクリックします。

再同期が開始します。再同期が完了すると、「同期処理中の

変更はすべてレプリケートされました」というメッセージが表示され

ます。これで、アクティブサーバからスタンバイサーバへのレプリ

ケーションが開始します。この時点で、マスタサーバとレプリカ

サーバの間で役割を元に戻すことができます。

4. サーバの役割を交代するには、シナリオの実行中にツールバーの［スイッチ

オーバーの実行］をクリックします。確認メッセージが表示されます。
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5. ［はい］をクリックしてメッセージをクリアし、スイッチバックプロセスを開始しま

す。

スイッチバックが完了すると、サーバの役割が元に戻り、シナリオは自動的に

停止します。

注：［リバースレプリケーションの開始］オプションが［自動開始］に定義されている

場合、スイッチバック終了後もシナリオは継続して実行されます。

これで、シナリオを元 ( フォワード ) の状態で実行できます。
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アクティブサーバのリカバリ

状況によっては、データ同期プロセスを完了させずに、マスタサーバまたはレプリカ

サーバを強制的にアクティブサーバにする必要が生じることがあります。

たとえば、スイッチオーバーは発生したものの、レプリカサーバ上のデータが変更さ

れていない場合などです。この場合、マスタサーバ上には、より新しいデータがあ

る可能性があり、レプリカからマスタサーバへのデータの同期は望ましくありません。

Arcserve RHAでは、アクティブサーバのリカバリプロセスを使用できます。このオプ

ションを使用するには、シナリオが停止していることを確認して、［ツール］メニューか

ら［アクティブサーバのリカバリ］を選択します。

重要：このオプションは多くの場合正しい選択となりますが、使用には注意してく

ださい。不適切に使用すると、データが失われることがあります。Arcserve RHAで

は通常、すべてのデータが同期されるまで、ホストから他のホストへのスイッチオー

バーは認められません。このように設計されているのは、ユーザが古いデータセット

にリダイレクトされ、そのデータセットがそれよりも新しい可能性のあるデータを上書

きしてしまうことを避けるためです。「アクティブサーバのリカバリ」を使用すると、どの

サーバに正しいデータセットがあるかに関係なく、Arcserve RHAによって、ユーザは

強制的にいずれかのサーバに切り替えられます。そのため、管理者はアクティブに

するサーバに最も新しいデータセットがあることを手動で確認する必要がありま

す。

アクティブサーバのリカバリ方式で問題が解決されない場合は、手動でサーバをリ

カバリできます。詳細については、「サーバのリカバリ」を参照してください。

強制的にアクティブにするサーバに応じて、［マスタのアクティブ化］または［レプリカ

のアクティブ化］を選択します。

重要：障害発生時の正規のスイッチオーバーで、ユーザが一定期間レプリカ

サーバにリダイレクトされた場合には、マスタサーバをアクティブにする前に、レプリカ

サーバでのすべての変更をマスタにレプリケートする必要があります。このような状

況で［アクティブサーバのリカバリ］を使用すると、データが失われます。
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スイッチオーバーに関する注意事項

データの上書きを防ぐため、［スイッチオーバー］または［リバースレプリケーションの

開始］のプロパティのいずれか一方のみを［自動］に設定するようにしてください。

両方のプロパティが［自動］に設定されていると、サーバに障害が発生した際、管

理者の知らないうちに Arcserve RHAによってスイッチオーバーがトリガされ、障害の

原因を調査する前にリバースレプリケーションが開始されてしまう場合がありま

す。リバースレプリケーション中、Arcserve RHAは、ユーザの実稼働サーバのデータ

を上書きします。

スイッチオーバー中にクラッシュや停電が発生すると、アクティブサーバのリカバリ手

順の実行が必要となる場合があります。
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分散グループのアクティブサーバのリカバリ

マスタサーバまたはレプリカサーバを、グループのデータ同期プロセスを完了せずに

強制的にアクティブサーバにすることもできます。このリカバリプロセスは、分割

ファームの問題を解決するために使用します。分割ファームの詳細については、

Microsoftのドキュメントを参照してください。

分散グループのアクティブサーバをリカバリする方法

1. すべてのシナリオが停止していることを確認します。

2. マネージャでグループノードを選択し、［ツール］メニューから［アクティブサーバ

のリカバリ］を選択します。

グループノードで検証が実行され、各シナリオの結果が行に表示されます。

注：リカバリプロセスを実行する前に、いくつかのタイプのシナリオを考慮する必

要があります。リカバリするサーバ上で実行されているすべてのシナリオについ

て、どのサーバがアクティブであるか確認します。どのサーバを強制的にアクティ

ブな役割にするかを決定します。

3. 強制的にアクティブにするサーバに応じて、［マスタのアクティブ化］または［レ

プリカのアクティブ化］を選択します。

アクティブサーバのリカバリ方式で問題が解決されない場合は、手動でサーバ

をリカバリできます。詳細については、「サーバのリカバリ」を参照してください。
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このセクションには、以下のトピックが含まれます。

データリカバリプロセス 88

レプリカからの損失データのリカバリ 89

ブックマークの設定 90

データのリワインド 91

Chapter 5:データのリカバリ 87



データリカバリプロセス

データリカバリプロセス

なんらかのイベントが原因でマスタデータが損失した場合、任意のレプリカから

データをリストアできます。リカバリプロセスは、同期処理を逆方向 ( レプリカからマ

スタ) に行うものです。

Arcserve RHAを使用して、以下の2つの方法でデータをリカバリできます。

レプリカからマスタへの損失データのリカバリ -- このオプションは逆方向の同期プ

ロセスであり、シナリオを停止する必要があります( このオプションは、Oracle、
SQL または Exchange シナリオでは推奨されません) 。

特定のイベントまたは時点からの損失データのリカバリ( データのリワインド ) --
このオプションでは、タイムスタンプ付きのチェックポイントおよびユーザ定義の

ブックマークを使って、マスタ上の破損データを、破損前のある時点までロール

バックします。

重要：リカバリを開始するには、レプリケーションを停止する必要があります。
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レプリカからの損失データのリカバリ

レプリカから全損失データをリカバリする方法

1. マネージャで、［シナリオ］ペインから対象のシナリオを選択し、停止します。

2. ( データベースアプリケーションの場合のみ) マスタホスト上でデータベース

サービスを停止します。

3. マネージャで、シナリオフォルダからレプリカホストを選択します。

注：対象のシナリオに複数のレプリカサーバが関連している場合は、データを

リカバリするレプリカを選択します。

［データのリストア］オプションが有効になります。

4. ［ツール］メニューから［データのリストア］を選択するか、標準のツールバーにあ

る［データのリストア］ボタンをクリックします。

データのリストアウィザードの［リカバリ方法］ページが表示されます。

注：［データのリワインド］プロパティが［オン］に設定されている場合は、別の

［データのリストア］ダイアログボックスが表示されます。その場合は、最初のオ

プション( マスタ上のすべてのデータをレプリカ上のデータで上書き) を選択しま

す。

5. ［次へ］をクリックします。［同期方法］ページが表示されます。

6. ブロックレベル同期方法が選択されていることを確認し、［終了］をクリックし

ます。

リカバリプロセスが開始されると、Arcserve RHAでは、選択したレプリカをルート

とし、マスタを転送先ノードとした一時的なリバースツリーが作成されます。マ

スタのリカバリプロセスが終了すると、一時的なシナリオは削除され、［イベン

ト］ペインに「同期処理が終了しました」というメッセージが表示されます。

7. デフォルトでは、データリカバリが実行されると、同期レポートが生成されま

す。

これで、レプリケーションプロセスを元のシナリオで再開できます。
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ブックマークの設定

ブックマークは、どの状態に戻すかを指定するために手動で設定するチェックポイン

トです。データの不安定要因になる可能性があるアクティビティが発生する直前

にブックマークを設定することをお勧めします。ブックマークは、過去のイベントに対

してではなく、リアルタイムに設定されます。

Notes:

このオプションは、［リカバリ］-［データのリワインド］オプションをオンに設定した場

合にのみ使用できます( デフォルトの設定はオフです) 。

同期処理中はブックマークを設定できません。

フルシステムHAシナリオには手動でブックマークを挿入できます。

ブックマークの設定方法

1. シナリオペインで、必要なシナリオが実行されているときにデータをリワインド

するレプリカホストを選択します。

2. ［ツール］メニューで、［リワインド ブックマークの設定］オプションを選択します。

［リワインド ブックマーク］ダイアログボックスが表示されます。

［リワインド ブックマーク］ダイアログボックスに表示されるテキストは、ブックマー

クの名前として［リワインド ポイントの選択］ダイアログボックスに表示されま

す。デフォルトの名前には、日付と時間が含まれます。

3. ブックマークのデフォルト名をそのまま使用するか、別の名前を入力し、［OK］
をクリックします。

注 :後で必要なブックマークを識別する際に役立つような、意味のある名前を

指定することをお勧めします。

ブックマークが設定されます。

注：フルシステムHAのような一部のシナリオでは、ブックマークが作成されるまで、

ジャーナル変更の適用は一時停止され、作成後に再開されます。
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データのリワインド

データのリワインドによるリカバリ方法では、データを破損前の時点にリワインドでき

ます。リワインド プロセスは、逆方向の同期処理が始まる前に、レプリカサーバで

実行されます。データのリワインドでは、リワインド ポイントまたはブックマークを使用

して、現在のデータを以前の状態にリセットできます。

このオプションは、［リカバリ］- ［データのリワインド］オプションを［オン］に設定した場

合のみ使用できます。

このオプションが［オフ］に設定されている場合、システムはデータのリワインド ポイン

トを登録しません。データのリワインド パラメータの詳細 ( 保存期間、最大ディスク

サイズ) については、「Arcserve RHA管理者ガイド」を参照してください。

重要：データのリワインド プロセスは、一方向にのみ実行できます。つまり、一度

戻したものを再度先に進めることはできません。リワインド後、リワインド ポイント以

後のすべてのデータは失われます。これは、リワインド ポイント以降のデータが新し

いデータで上書きされるためです。

注：リワインド ポイントの自動登録が開始されるのは、同期プロセスが完了し、

「同期処理中の変更はすべてレプリケートされました」というメッセージが［イベン

ト］ペインに表示されてからになります。同様に、同期処理中にブックマークを手

動で設定することはできません。

リワインド ポイントを使用して損失データをリカバリする方法

1. マネージャで、［シナリオ］ペインから対象のシナリオを選択し、停止します。

2. ( データベースアプリケーションの場合のみ) マスタホスト上でデータベース

サービスを停止します。

3. マネージャで、シナリオフォルダからレプリカホストを選択します。

注：対象のシナリオに複数のレプリカサーバが関連している場合は、データを

リカバリするレプリカを選択します。

4. ［ツール］メニューから、［データのリストア］を選択するか、［データのリストア］

ボタンをクリックします。

データのリストアウィザードの［リカバリ方法］ページが表示されます。

5. いずれかのデータのリワインド オプションを選択します。リワインド データをマス

タに同期して戻す( オプション 2) か、レプリカにのみ残す( オプション 3) かを選

択します。

データのリワインド オプションを選択すると、リカバリシナリオが自動的に作成さ

れます。このリカバリシナリオは、リワインド プロセスの最後まで実行されます。
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6. ［次へ］をクリックします。［リワインド ポイントの選択］ページが表示されます。

7. しばらくすると［リワインド ポイントの選択］ボタンが有効になるため、クリックし

て既存のリワインド ポイントを表示します。

［リワインド ポイントの選択］ダイアログボックスが表示されます。

［リワインド ポイントの選択］ダイアログボックスに、現在保護しているアプリ

ケーションに応じたすべてのリワインド ポイントのリストが表示されます。これに

は、システムおよびユーザ定義のブックマークによって自動的に登録されたフォ

ルダや SQL チェックポイントの変更も含まれます。

このリストは、左側の［リワインド ポイントのフィルタ］ペインを使って、リワインド

ポイントのタイプやその他の条件でフィルタリングできます。

8. 目的のリワインド ポイントを選択して、［OK］をクリックします。

注：リワインド ポイントとしてブックマークを使用する場合は、実際のイベントに

最も近いリワインド ポイントを選択することをお勧めします。

［リワインド ポイントの選択］ページに戻ります。ここには、選択したリワインド ポ

イントに関する情報が表示されています。

9. ［次へ］をクリックします。［同期方法］ページが表示されます。

10. ［ブロックレベル同期］を選択して、［終了］をクリックします。

Arcserve RHAは、選択したポイントまでデータをリワインドします。リワインド プ

ロセスが終了すると、［イベント］ペインに「リワインド プロセスが正常に完了し

ました」というメッセージが表示されます。

レプリカ上のデータでマスタ上のデータを置換するように選択している場合、

Arcserve RHAはレプリカからマスタへの同期処理を開始します。プロセスが終

了すると、一時的なリカバリシナリオは停止して削除されます。

11. デフォルトでは、データリカバリが実行されると、同期レポートが生成されま

す。

これで、レプリケーションプロセスを元のシナリオで再開できます。
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スプールディレクトリの設定

Arcserve RHAスプールは、レプリケートされる変更データがバックアップ( スプール) さ
れるディスク上のフォルダで、変更データをリアルタイムで転送するための帯域幅が

十分でない場合に使われます。データは、一時的なネットワークの切断、ネット

ワークの輻輳、または単純にネットワーク帯域幅がサーバ上で変更されたデータを

転送するために十分でない場合にスプールされます。スプール領域は、帯域幅が

使用可能になるまで変更データを一時保管するのに加えて、通常の同期プロセ

スの一部としても使用されます。そのため、一部のスプールは通常の同期プロセス

中に蓄積されます。

スプールフォルダは、専用ボリュームまたはブート/システムボリュームなど比較的

使用率の低いドライブに配置してください。頻繁にアクセスされるシステム( OS) 、
ユーザ、またはアプリケーションデータを含むボリュームには配置しないてください。

例としては、データベース、共有ファイル、またはシステムページファイルを含むボ

リュームがあります。デフォルトでは、スプールフォルダは Arcserve RHAインストール

ディレクトリの tmpフォルダ内にあります。マスタおよびレプリカの［プロパティ］タブ

上、または［新規シナリオ］ウィザードで設定するスプールパラメータで、スプールで

使用可能なディスク容量を決定します。ほとんどの場合、デフォルト値で問題あ

りません。この値を変更する場合は、レプリカを行うデータサイズ合計の少なくとも

10%以上にする必要があります。たとえば、サーバ上にある 50GB のデータを複製

する場合、少なくとも 5GB のスペースをスプール用に確保する必要があります。

重要：スプールの場所を変更する場合は、変更したパスをファイル単位のアンチ

ウイルススキャン( スケジュールスキャンとリアルタイムスキャン) 対象から外してくだ

さい。

注：スプールディレクトリは、事前に割り当てられた領域ではなく、必要な場合に

のみ使用されます。
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新しいWeb アプリケーションの作成

SharePoint HAシナリオのフェールオーバ後、バックワード シナリオを実行する前にレ

プリカ上でWebアプリケーションを作成しないでください。新しいWebアプリケーショ

ンを作成すると、マスタとレプリカの環境設定が異なってしまい、バックワード シナリ

オの実行ができなくなります。

SharePoint HAシナリオフェールオーバの後に新しいWebアプリケーションを作成す

る場合、バックワード シナリオの実行後に新しいアプリケーションの負荷分散 URL
を「http://WFEMaster:Port」に設定します。デフォルト値「http://WFERplica:Port」は
使用しないでください。
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フェールオーバ後のファームデータのバックアップ

フェールオーバ後のファームデータのバックアップ

フェールオーバの後、レプリカ( アクティブサーバ) 上でファーム全体のバックアップを

実行しないでください。
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以前のバージョンで作成されたシナリオの再設定

以前のバージョンで作成されたシナリオの再設定

自動設定の関係で、Arcserve RHAの以前のバージョンで作成された SharePoint
HAシナリオは再設定する必要があります。レプリカ上のWindowsの［スタート］メ

ニューから SharePoint環境設定ウィザードを起動して、マスタのファームから切断し

ます。自動設定プロセスを繰り返します。
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サーバのリカバリ

Arcserve RHAは、レプリカサーバがアクティブになるタイミングを検出し、リカバリプ

ロセスを自動的に実行することができます。何らかの理由でリカバリが正常に完

了しない場合、以下の手順を実行してください。

「アクティブサーバのリカバリ」の手順を実行します。詳細については、「アクティ

ブサーバのリカバリ」を参照してください。

［アクティブサーバのリカバリ］の手順で問題が解決されない場合には、以下

の手動タスクのうち、使用するリダイレクション方式に適した 1つ以上のタスク

を試してください。

IP リダイレクションを使用している場合、その IPアドレスを削除します。IP
移動リダイレクションをサポートしていないシナリオには、この方法は使用

できません( Hyper-V HA、CS HA) 。詳細については、「障害の発生した

サーバの手動リカバリ - IPアドレスの移動」を参照してください。

コンピュータ名の切り替えリダイレクションを使用している場合、その名

前を手動で切り替えます。コンピュータ名の切り替えリダイレクションをサ

ポートしていないシナリオには、この方法は使用できません( Hyper-V
HA、Exchange HA、ローカルのOracle を使用している場合は vCenter
HA) 。詳細については、「障害の発生したサーバの手動リカバリ - コン
ピュータ名の切り替え」を参照してください。

IP と、コンピュータ名の切り替えリダイレクション方式の両方を使用して

いる場合には、IPを削除し、コンピュータ名を切り替えてください。IP移

動リダイレクションとコンピュータ名の切り替えリダイレクションをサポートし

ていないシナリオ( Exchange、CS HA) には、この方法は使用できません。

詳細については、「障害の発生したサーバの手動リカバリ - IP とコン

ピュータ名の切り替えを使用している場合」を参照してください。
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障害の発生したサーバの手動リカバリ - IP アドレスの

移動

IP リダイレクションを使用する場合は、IPアドレスを手動で削除する必要がありま

す。IP移動リダイレクションをサポートしていないシナリオには、この方法は使用でき

ません( Hyper-V HA、CS HA) 。

IP アドレスの移動リダイレクションの使用時に、障害の発生したサーバをリカバリす

る方法

1. IPの競合エラーを防ぐため、マスタサーバをネットワークに接続しないで起動

します。

2. ［TCP/IPのプロパティ］ダイアログボックスから、追加の IPアドレスを削除しま

す。

3. サーバを再起動し、ネットワークに再接続します。

4. シナリオがまだ実行されていない場合は、マネージャからシナリオを実行しま

す。自動リバースレプリケーションがオンに設定されていると、シナリオはバック

ワード モードで実行されるため、レプリカサーバがアクティブになり、マスタ

サーバがスタンバイになります。

5. 同期が完了するまで待ちます。

6. マスタを再度アクティブにするために、手動スイッチオーバーを実行します。こ

の作業は、通常の業務時間外に行うことをお勧めします。
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障害の発生したサーバの手動リカバリ -コンピュータ名

の切り替え

コンピュータ名の切り替えリダイレクションを使用している場合は、コンピュータ名を

手動で切り替える必要があります。コンピュータ名の切り替えリダイレクションをサ

ポートしていないシナリオには、この方法は使用できません( Hyper-V HA、Exchange
HA、ローカルのOracle を使用している場合は vCenter HA) 。

［コンピュータ名の切り替え］リダイレクション方式を使用して、障害の発生した

サーバを手動でリカバリする方法

1. ネットワーク名の重複を防ぐため、マスタサーバをネットワークに接続しないで

起動します。

2. サーバの名前を <新規サーバ名>-RHAに変更して、一時的なワークグルー

プに移動します。

たとえば、サーバの名前が「Server1」の場合、これを「Server1-RHA」に変更し

ます。コンピュータを再起動する必要があります。再起動が完了したら、次の

エラーが表示されます：「少なくとも 1つのサービスを開始できませんでした。」

これは無視してください。通常 Arcserve RHAエンジンはドメインアカウントで動

作するため、このような状況では予期されるメッセージです。

3. ネットワークに接続します。

4. ドメインに再接続して、手順 2で割り当てた -RHA名を使用していることを

確認します。

5. コンピュータを再起動します。

6. シナリオがまだ実行されていない場合は、マネージャからシナリオを実行しま

す。( 自動リバースレプリケーションがオンに設定されていると、シナリオはバッ

クワード モードで実行されるため、レプリカサーバがアクティブになり、マスタ

サーバがスタンバイになります) 。

7. 同期が完了するまで待ちます。マスタをアクティブにするために、手動スイッチ

オーバーを実行します。この作業は、通常の業務時間外に行うことをお勧

めします。
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障害の発生したサーバの手動リカバリ - IP とコンピュー

タ名の切り替えを使用している場合

IP と、コンピュータ名の切り替えリダイレクション方式の両方を使用している場合に

は、手動で IPアドレスを削除し、コンピュータ名を切り替えてください。IPアドレス

移動リダイレクションとコンピュータ名の切り替えリダイレクションをサポートしていな

いシナリオ( Exchange、CS HA) には、この方法は使用できません。

IP リダイレクションと、コンピュータ名の切り替えリダイレクション方法の両方を使用

して障害の発生したサーバを手動でリカバリする方法

1. スイッチオーバーを発生させるハードウェア上の問題があれば、解決します。

2. IPの競合エラーを防ぐため、マスタサーバをネットワークに接続しないで再起

動します。

3. ［TCP/IPのプロパティ］ダイアログボックスから、追加の IPアドレスを削除しま

す。

4. ［システムのプロパティ］と［コンピュータ名］ダイアログボックスで、コンピュータ

名を <ServerName>-RHAに変更します。たとえば、サーバの名前が Server 3
の場合、これを Server 3-RHAに変更します。

5. サーバを一時的なワークグループに割り当てます。

6. コンピュータを再起動して変更を有効にします。再起動が完了したら、ネッ

トワークを再接続します。「システム起動時に少なくとも 1つのサービスが失

敗しました」というメッセージは無視します。エンジンがドメイン内で実行さ

れ、現在は使用できないため、このメッセージは正常です。

7. ドメインに再接続して、-RHA名を使用していることを確認し、再起動しま

す。

8. リバースシナリオが開始され、レプリカサーバがアクティブな役割を引き受け

ます。同期が完了するまで待ちます。

9. ［スイッチオーバーの実行］ボタンをクリックして、手動でスイッチオーバーを実

行し、マスタサーバを再度アクティブにします。
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